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央がそれぞれ分担した。

６．遺構・遺物の挿図に対する指示は下記のとおりである。

（１）挿図の縮尺は掲載のスケールで示した。
（２）方位はすべて磁北を示し、水平基準は海抜高を示している。
（３）写真図版の遺物には通し番号を付し、本文中の挿図番号に一致する。

（４）土器実測図の断面は、須恵器を黒塗り、その他の土器類を白ぬきで示した。
（５）遺構の略号はっぎのとおりである。
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調査によって得られた資料は、羽咋市教育委員会が一括して保存管理にあたっている。
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同定は南木睦彦氏に、増蝸に付着した金属の鑑定は田口勇氏（国立歴史民俗博物館

教授）にそれぞれお願いした。
本報告書を作成するにあたって、四柳嘉章・南木睦彦の両先生より玉稿を受けた。
本報告書の執筆分担は、っぎのとおりである。

四柳嘉章（石川県立輪島高校）

南木睦彦（流通科学大学）
今井淳一（羽咋市教育委員会）

１２．本書は、今井淳一が編集した。
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第 １ 章 遺 跡 とそ の 周 辺
１

古代における能登国は石川県の北半部、日本海に大きく突き出た能登半島をその領域とし、

養老二年（７１８）二月に越前国から羽咋・能登・鳳至・珠洲の四郡が分離して一国の扱いをう
けている（第一次立国）。そのなかでも最大の生活舞台としてあり続けているのが邑知地溝帯
と呼ばれる細長い沖積地であり、半島基部南西端の羽咋から北東端の七尾まで平均幅約５ｋｍ、

長さ２５ｋｍの半島横断路として、各時代の文化形成に大きな役割をはたしている。
四柳白山下遺跡はこの地溝帯の中央部南寄りに位置し、旧邑知潟（干拓前）北東岸にあたる

扇状地上に展開している。また、文献史料によれば、このあたりは古代の官道（駅路）に指定
されており、加賀国の深見駅で北陸道の本路から支路が分岐して、地溝帯南側の石動山系丘陵
の山麓沿いを北上していく道筋にあたっている。
さらに、『延喜式』巻二十八、兵部省の「諸国駅伝馬」条は加賀国の横山駅に続いて能登

国に撰才、越蘇の二駅、各五疋を記しているが、このうち、撰才駅の遺称地とされているのが、
現在の羽咋市余喜地区であり、『日本地理志料』や『石川県史』では式内社の飴喜比古神社が
鎮座する大町および本遺跡が所在する四柳町周辺に撰才駅を想定している。余喜地区は『和名
類聚抄』記載の能登郡与木郷に比定される地域で、年代的にはこの郷名の初見といわれる「越
前国能登郡翼倚里」と記された平城宮出土木簡に、和銅六年（７１３）と紀年銘が入っているこ
とから、少なくとも律令体制初期の段階には、越前国に属しながらも地方行政の末端区画とし
て編成されていたことがうかがわれる。また、能登における官道（駅路）設定の時期は明かで
はないが、前述した第一次立国の段階には機能しはじめたようである。
一方、平成元年（１９９０）に行われた本遺跡の第一次発掘調査からは、当時の状況を探る上で

貴重な考古資料が得られている。特に、検出された三棟の掘立柱建物は三度にわたる同一地点

第１図古代の遺跡周辺図



２
での建て替えであり、主軸方位が統一されたものであった。これらの建物の柱穴掘形や包含層

から出土した土器の型式は８世紀前半代を示しており、律令体制下で能登国が第一次の立国を
したのち、天平十三年（７４１）に越中国へと併合され、天平勝宝九年（７５７）に再び分立（第
二次立国）するという経過のなかで、与木郷域内にも集落が成立し存続していたことの積極的

な傍証となっている。羽咋郡の郡家と能登郡の郡家および能登国府を結ぶ官道（駅路）沿いで、
両郡の接点にあたる本遺跡周辺は、古代の邑知地溝帯を考える上において注目される地域であ
り、考古資料と文献史料との一致が期待される地域といえる。

参考文献
『羽咋市史』原始・古代編１９７３石川県羽咋市
『鹿島町史』通史・民俗編１９８５石川県鹿島郡鹿島町
『七尾市史』通史編１９７４石川県七尾市

『古代日本の交通路ＩＩ・ＩＶ』藤岡謙二郎編１９７８大明堂
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掘りあがったＳＢ０１～０３（第１次調査）
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第 ２ 章 調 査 に 至る経緯と経過
３

第 １ 節 第 ２ 次 調 査 に 至 る 経 緯
平成元年１月１７日、上田石油株式会社（以下：上田石油）より羽咋市四柳町地内における個

人及び給油所建築を目的とした開発計画が羽咋市教育委員会（以下：市教委）に提出された。
これは、上田石油の既存の住宅と給油所がいずれも国道１５９号鹿島バイパスの建設予定地

内にかかったことから、上田石油がそれらの移転先を同バイパスのルート予定地に隣接する四
柳町そ字Ｃ５・７-１・８-１・３６-１・３（５-２・３７番地の現況水田耕作地に求めたことによるものであった。
開発計画を受けた市教委では１月１８日と２５日の２日間に分布調査を行い、開発予定地周辺に
古代の遺跡（四柳白山下遺跡）が広がっていることを発見した。
ただちに上田石油をはじめ関連諸機関と発掘調査に関する協議に入った市教委は、移転契約

の締結により建築計画が具体化していた宅地について緊急に第１次調査を実施することとし、

給油所分に関しては上田石油と調査費用のねん出方法などの調整を行いながら、継続的に第２
次調査として行っていくことを確認した。
調査ごとに記述すると、第１次調査は市教委が事業主体となり、文部省の補助金を受けて実

施した。調査期間は平成元年４月１０日から６月２日まで延べ３３日間。調査面積は約２００❹であっ
た。続く第２次調査は、引き続き市教委が事業主体となり、原因者である上田石油の負担分及

び文部省補助金を受けて実施した。調査期間は平成２年５月８日から７月９日までの３８日間、

調査面積は約４００❹であった。
なお、調査区域・グリッド割等は第２図及び第３図のとおりである。
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第２図第２次調査区域図（１／７５０）
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第２節第２次調査の経過（日誌抄）

５月８日（火）小雨
本日より現地入り。バックホーによる調査区域の
表土除去作業及び発掘機材の搬入を行う。
５月９日（水）晴
表土の除去とベルトコンベアーの搬入を行う。
５月１０日（木）・１１日（金）晴
バックホーによる表土除去作業を継続する。

５月１４日（月）曇りのち雨
第４層の掘り下げ作業を行う。
５月１６日（水）晴
調査区域全体、第４層及び第５層の掘り下げ作業
を行う。渋谷利雄氏来跡。
５月１７日（木）晴
第５層の掘り下げを継続。１９区で配石状の遺構
を検出。土器を多く含んでいる。
５月１８日（金）曇り一時小雨
第５層の掘り下げ作業を継続する。
５月２１日（月）曇りのち晴
グリッド９～１０列（配石）を除く調査区域の第５
層及び第６層の掘り下げ作業を行う。
５月２２日（火）晴
第６層直上までの掘り下げ作業を継続。
５月２３日（水）曇り時々小雨
第５層の掘り下げの結果、南北方向に走る畝状溝
を数状検出。
５月２４日（木）晴
配石遺構の写真撮影、畝状溝の平面図取り・掘り
下げ・レベル記入・写真撮影を行う。
５月２５日（金）晴
配石遺構周辺を除く、調査区域内の遺構検出作業
を行う。県文化課・谷内尾氏他１名来跡。
５月２８日（月）晴
グリッド杭の打ち直しを行う。

５月２９日（火）雨のち晴
調査区北・西・東壁面をそれぞれ削平・整理する。
また、Ｋ～Ｌ列の第５層を掘り下げる。
５月３０日（水）・３１日（木）晴
Ｉ～Ｌ・１１～１６列グリッド間の第６層掘り下げと
遺構検出を行う。市文化財保護審議会来跡。
６月４日（月）・５日（火）晴
遺構検出を継続するが、面が見ずらく作業難航。

５／９調査前の供養

５／１８第５層を掘り下げる

５／３０市文化財保護審議会来跡

６／６配石遺構を掘る



６月６日（水）晴
全体の遺構検出と配石遺構の掘り下げを行う。
６月７日（木）晴
配石遺構の平面図取りを行う。
６月８日（金）晴
調査区全体にわたる溝・ピット等の遺構を検出。
６月１１日（月）・１２日（火）晴
検出面での遺構の掘り下げ（半掘）作業を行う。
６月１３日（水）晴
各遺構の掘り下げによって、溝に沿った形、ある
いは溝内に柱筋を通す柱穴を確認。
６月１４日（木）・１８日（月）晴
遺構の掘り下げを続行。溝を巡らせた内で、掘立
柱建物の柱穴と思われる遺構が認められる。
６月１９日（火）晴
各遺構の掘り下げの他、配石より西側で第６層の
掘り下げ作業を行う。
６月２７日（水）曇り一時雨
配石遺構の断面削平作業及び１１１区周辺の平面図
取り、遺構面全体の整理作業を行う。
６月２８日（木）曇り時々晴
昨日の作業を続行の他、配石の断面図を作成。
６月２９日（金）晴
配石遺構周辺の掘り下げ作業及び掘立柱建物周
辺の平面図取りを行う。
７月２日（月）晴
遺構検出作業の結果、配石と平行に走る溝を確認。
平面図作成作業も続行。
７月３日（火）曇り
平面図作成作業を続行。
７月４日（水）曇り時々小雨
晴れ間をぬって、レベル記入作業を行う。
７月５日（木）曇りのち晴
検出遺構の全掘。遺構内遺物の取り上げ。柱穴に
残る柱根の出土状況を断面撮影で記録する。
午後より全体撮影を行う。
７月６日（金）晴
各柱根の取り上げ、調査区壁面の削平・整理を行
い、続けてその断面図作成作業を行う。
７月７日（土）晴
断面図作成作業を続行。
７月９日（月）晴
発掘機材撤収。本日をもって現地調査終了。

第２章調査に至る経緯と経過５

７／５溝を掘る

８月室内での遺物整理

現地説明会４８名参加

６／１４掘立柱建物を掘る

７／１３
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第３章第２次調査の概要
第１節第２次調査区の設定
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第３図第２次調査区グリッド割図（１／２００）
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本遺跡の第２次調査は、平成元年１月１８日と
２５日に実施した分布調査の成果をもとにして、

調査区域を設定する作業からはじまった。
この分布調査の詳細については、第１次調査

の報告書である『四柳白山下遺跡Ｉ』で説明し

てあるので、ここではその結果を引用するだけ
にとどめておきたい。

分布調査対象区域において、第１・２・７・
１０・１１トレンチ周辺が給油所建設予定地に該当

している。このうち、対象区域の最も低地とな
る第１・２トレンチでは遺物包含層を確認でき
なかったため、対象区域の南側で良好な遺存状

態を保つ包含層が認められた第７・１０・１１トレ
ンチ周辺をｒｌコ心として発掘調査を実施すること

とした。

ただし、周囲を農道と農水路で囲まれている
ために調査区域外となる所が多く、実質調査面
積は約４００❹となった。
発掘調査区の設定には、第□

国道１５９号鹿島バイパス予定地内のセンター
杭（Ｎ（１１２６・１２７）を基準に４ｍｘ４ｍ方眼のグ
リッドを割り付けた。
第３図に示したように、南北方向にアルファ

ベットを、東西方向にアラビア数字を付して呼

称している。この座標が交差する点の名称を交
点の東北側のグリッド名とした。
また、東西方向のグリッド割に対応する形で

区域が二分されており、アラビア数字の９～１２
列間が原因者負担対象区域、同じく１３～１７列間
か文部省補助対象区域になっている。そして、
これらをまとめて第２次調査区域と呼んでいる。



第３章第２次調査の概要７

茶褐色土（樫、鉄分含む）
褐色土（樫含む）
淡青褐色細砂質土
黒茶褐色粘質土
茶褐色粘質土
黄茶灰褐色砂質土
暗黒灰色粘砂質土
明黒灰色粘砂質土
黒茶灰褐色粘砂質土
黄褐色砂質土
暗灰褐色土（炭化物混入）
淡青灰色粘土（炭化物混入）
黒灰褐色砂質土
灰褐色砂質土
灰褐色、茶褐色混合砂質土

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

第１表土層分類表

第 ２ 節 土 層 の 概 要
遺跡は邑知地溝帯の中央部南端、碁石ケ峰山地を開析して流れ出る地獄谷川などの小河川に
よって形成された小規模な扇状地の扇端部に立地している。そのため基盤は黄褐色系の砂質層
であり、伏流水の湧き水が激しい所となっている。
この基盤砂層までの平均的な層位は、疎や鉄分を含む茶褐色土（第ｌａ層）、疎を含む褐色

土（第１ｂ層）、淡青褐色細砂質土（第２層）、黒茶褐色粘質土（第３層）、茶褐色砂質土

（第４層）、黄茶灰褐色砂質土（第５層）、そしてその下に奈良時代の整地層である黒灰色砂
質粘土層（第６層）がひろがっている。

第１ａ層・１ｂ層の土層中には疎石や中世から近世にかけての陶磁器類が含まれている。ま
た、調査区全体に近代以降の暗渠排水の跡が何本も走っていたり、調査区東側の部分で自然堆

積というよりも人為的に埋め込んだ堆積状態を示している箇所や削平された箇所が顕著に認め
られた。
第６層全体の堆積状況は、調査区の東西方位にあたるＧ１０～Ｊ１７区間北壁のセクション

で、標高１４．５～１４．７ｍと平均的な厚さ２０～３０ｃｍでほぼ水平に堆積している。調査区南側のセク
ションは湧き水により崩壊したため記録としては残せなかったが、現地調査時の平面的な様相

及び次に述べる東壁・西壁の南側での標高がそれぞれ１５．２ｍと１５．４ｍ前後であることから、北
壁と同様の傾向であったと判断できよう。
また、水平状態の東西方位に対して南北方位にあたる１９～Ｇ１０区間のセクションでは、

平均的な厚さ２０～３０ｃｍながら南側で標高１５．２ｍ、北側で１４．６ｍと約１２ｍ間隔で６０ｃｍ前後の落
差をもって堆積している。Ｍ１７～Ｊ１７区間東壁での傾向もこれと同様であり、第１次調査
の成果とあわせれば、奈良時代の整地層は厚さ２０～４０ｃｍで邑知地溝帯の南東山麓側から地溝帯

潟側沖積地へ、方位的には南から北へ向かって約５度の傾斜で、北に向かうにっれて徐々に薄
くなりながら層向していたと想定できる。

遺構の大半はこの整地層から掘り込んでいる
ため、第４層までをバックホーによって除去し、

整地層上面である第５層以下を人力で掘り下げ
て遺構検出を行った。
しかし、先にも述べたように後世の撹乱層や

検出面自体の複雑さなどが相まって、整地層で
の遺構検出は極めて判断がむずかしく、畝状溝

や配石遺構などを検出した以外、大部分は基盤
砂層までを掘り下げて確認した。
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第 １ 節 遺 構 の 概 要
第２次調査区のほぼ全域にわたって奈良時代の遺構を検出した。発見したおもな遺構には、

掘立柱建物４棟以上・素掘りの溝１７条・柱列１条・配石１基・畝状溝６条などがある。
これらの遺構は、何回もの建て替えによって複雑に重なりあった状態で見つかっているが、

全体的には奈良時代前半を通して営まれた集落の一部を構成している。
また、建物・柱列のすべては掘立柱構造である。したがって、以下の記述においては、単に

「建物」と称することとし、特に掘立柱であることをことわらない。
遺構の全般的な分布は、調査区を南北方向に貫通する溝ＳＤ０１と溝ＳＤ１６の間にはさま
れた区画内で、溝によって囲い込まれた建物が集中する傾向が認められる。この東西距離２０
ｍ程の区域では、次に述べる建物４棟分の他に、１１箇所の柱根をとどめる柱穴を検出しており、

柱筋の一部として当てはまるものが多いことから、実際には未検出の建物あるいは柱列が数棟
単位で存在しているものと推定される。
溝ＳＤ０１６以東は溝のみの検出で、密度が薄くなるようだが、調査区外の東側部分を分布

調査時に試掘した際（第１１トレンチ）、良好な遺存状態を保つ包含層を確認していることか
ら、遺跡としてはさらに広がっていることが予想される。
溝ＳＤ０１以西では、ＳＤ０１に近接し、並行する形で配石ＳＸ０２を検出している。南北

方位で大量の遺物を含んでおり、さらに西側で第１次調査の際検出した東西方位のＳＸ０１と
の関連性が高いと考えられる。

遺構の記述にあたっては、溝・建物・柱列・配石・畝状溝Ｑ：）順に記述したが、有機的な関係
を有し、一連の遺構と考えられる建物とその周りをめぐる溝に関してはまとめて報告した。

第 ２ 節 各 説
（ １ ） 溝 ［ Ｓ Ｄ ０ １ ～ □ ］
ＳＤ０１
調査区西側に位置する南北溝である。両端はそれぞれ区域外へと続いているが、配石遺構で

あるＳＸ０２に並行して流れ、近接していることから、様相の異なる第１次と第２次調査区の
空間を区画する溝であった可能性も考えられる。溝幅は５０ｃｍ、深さ２０ｃｍ、検出総延長１２ｍ以上
を測る。埋土からは曲物の底板（第１３図２０・２１）や棒状の加工木片（第１３図１５・１（５・ｚ１０・４３・４６・
４８）といった木製品及びクルミやモモの核４点など出土がしており、木製品のなかには全面が
焼けているものもみられる。
ＳＤ０２
Ｈ１１区を中心として南西から北東に走る斜行溝。溝幅は６０ｃｍ、深さは最深部で１８ｃｍを測る

が、南西へ行くほど浅くなり、１１０区で途切れている。
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ＳＤ０６
Ｌ１４区で検出した南北溝。溝幅は２０ｃｍ前後で、

北端をＳＤ１７に切られている。以下に記述するＳ
Ｄ０７～１１に関しても、浅い溝としての形状は同
じであり、ＳＤ１７との切り合い関係が生じている。
ＳＤ０６の埋土からは土師器の鍋片が１個体分（第
１１図３５３）とクルミの核が３点出土している。

ＳＤ０７
Ｋ１５区で検出した南北溝。浅いため一部が途切

れているが、Ｌ１４区内北東端でＳＤ０６と接する。
ＳＤ０８
Ｌ～Ｋ１５区内で検出の南北溝。埋土より墨書土

器１点（第９図３３６）とクルミの核２点が出土し
ている。
ＳＤ０９

Ｋ１５区内でＳＤ１７から北へ３．３ｍを検出した

南北溝であるが、南側は未検出であった。埋土より
須恵器の有台坏（第７図３１１）が出土している。
ＳＤ１０

Ｌ１５区内でＳＤ１７より南で７０ｃｍのみ検出の南

北溝。埋土より須恵器の有台坏（第７図３１６）が出
土している。
ＳＤ１１

前述のＳＤ１０から東へ２０ｃｍと近接した位置で検
出。ＳＤ０６～１１のなかでは最も東端にあたる。
ＳＤ１２
Ｈ１２区内から調査区外の北へ流れるＬ字状の２

条の溝。分岐する形で後述するＳＤ０４のように建
物と関連する可能性も考えられるので、それぞれ１２-
１・２と枝番号を付した。ＳＤ１２-２はＨ！３区内でＳ
Ｄ０３-５に切られており、ＳＤ１２-１の埋土からは大形
の舟形木製品（第１３図３３）と思われる加工木片が出

土している。
ＳＤ１３

検出総延長２１ｍ、溝幅２０～４５ｃｍ前後を測る東西溝
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１４
であるが、１１２・Ｊ１４区間にそれぞれ分岐点がある。溝底の標高は調査区の西と東で、西
の方が約１５ｃｍ高く、分岐点の形状とも合わせ、水は西から東へ流れていたと推定される。また、
ＳＤ０４-１・１６に切られている。埋土からは須恵器・土師器・有孔木製品（第１４図４９）のほか、

クルミ・モモの核７点が出土している。
ＳＤ１４
前述ＳＤ１３の北側を平行して流れる東西溝。切り合い関係によりＳＤ０４-１・１６よりも古
いが、同じく交差するＳＤ０５やＳＤ１５との時期関係は確認できなかった。流れが途切れる
Ｊ１６区内で、遺物の溜まり部分があり、「東家」及び「忍人」と書かれた墨書土器（第９図

；３３３・３３５）・ヒキリ板（第１３図３５）や棒状・板状の加工木片（第１３・１４図ミ３Ｃ５・４４・４７）・クルミ・
モモの核８点などが出土している。

ＳＤ１５
後述するＳＤ０４と同様、建物の周りをめぐる形になると思われる。検出できたのは１条の

南北溝から２条の溝が東へ湾曲しながら分岐する部分であり、東側はＳＤ０４・０５によって
切られて不明である。埋土からは須恵器・土師器の小片のみであったが、溝で囲まれた部分に
あたる１１４区内の包含層から、「倉冨女」と記された墨書土器（第９図５８２・５８４）が２点出
土している。
ＳＤ１６

調査区東側に位置する南北溝である。検出総延長１１ｍ、溝幅は５５～１１０ｃｍ、深さ１５ｃｍ前後を
測り、溝底は平坦である。ＳＤ１３・１４をＪ１５区内で切っている。埋土からは須恵器・土

師器のほかに、ヒキリギネ・刀形の可能性が考えられる木製品（第１３図３４・４１）や板状の加工

木片（第１４図；３１・３８・ｚ１１・４５・５０）・クルミ・モモの核３１点などが出土している。
ＳＤ１７
Ｌ１４区内でＳＤ１６の東肩から北東に走る斜行溝。検出総延長１２．５ｍ、溝幅７０～８０ｃｍ、深

さ１５～１８ｃｍを測る。ＳＤ１６と同時存在であるかは確認できなかったが、ＳＤ０６～０９より
新しい。

（２）建物［ＳＢ０４～０７］
ＳＢ０４・ＳＤ０４
調査区の中央部に位置する東西２間（４．１６ｍ）、南北２間（３．５６ｍ）の東西棟の総柱建物で
ある。桁行（東西）方向の柱間は２０８ｃｍ等間、梁間（南北）方向の柱間は１７８ｃｍ等間である。
柱掘形は東側柱列が一辺３０ｃｍ前後と小さいながら隅丸方形で整っているが、その他は不揃い
で一辺２５～６０ｃｍの略方形ないし不整形である。柱穴の深さは２５～４０ｃｍで２箇所に柱根が残る。
１箇所は柱穴ハ１で柱直径が７ｃｍ、もう１箇所が柱穴ハ２で柱直径がやはり７ｃｍと細いもので

ある。推定床面積は１４．８❹、建物の主軸Ｎ-１０°-Ｗを測る。
なお、束柱と思われる柱穴口２は５０×６５ｃｍで不整形であるが、柱穴はハ２と同様に検出には

至らなかった別の建物の柱穴と重複しているためと判断している。
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１６

ＳＢ０４と後述するＳＢ０５は南北方位に柱筋を揃えて並び建っていたと推定されるが、そ
れらの建物を囲むように溝ＳＤ０４が検出された。前後関係が不明のため、建物周辺を交差・

分岐する溝の総称をＳＤ０４とし、さらに方位に応じて１～６までの枝番号を付した。
最も外周にあなるＳＤ０４-１は、ＳＢ０４の南側柱列に沿って弧状に湾曲しながら建物の梁間
（南北）方向を並行に流れており、溝の中心線（主軸）と建物の柱列との距離は西側と東側で
それぞれ１２０ｃｍ前後と平均している。この南北に走る部分で幅５０～７０ｃｍ、深さ１０～２０ｃｍを測る

が、湾曲部分では狭くなり幅１０～２０ｃｍとなる。
また、ＳＤ０４-１で囲まれた区画内には分岐する形でＳＤ０４-Ｓ２・３・６が検出されたが、同時存在

か否かは確認できなかった。溝底の標高が北と南では約３５ｃｍ南の方が高いことから、水の流れ
は、調査区外の南側からＳＤ０４-５を通り、Ｊ１２区内でＳＤ０４-１に注ぎ込まれ北へ流れていた
と考えられる。
ＳＤ０４-１の溝内には２箇所の遺物溜まりが認められた。１箇所はＪ１４区内のＳＢ０５と並

行する部分で、須恵器の墨書土器３点（第１３図３３１・；３３２・３３４）・土師器の甑（第１１図３５４）・

完形品３点を含む箸状木製品１２片（第１３図１～１２）・曲物材４片（第１３図２４～２７）・陽物状
の製品１点（第１３図１４）・クルミ・モモの核１１点などが出土している。もう１箇所はＪ・Ｋ
１２区内で、須恵器・土師器のほか板状や棒状の加工木片（第１３図１３・１Ｓ）・２８・２９・３２・３９）など
が出土している。また、この地点では溝内の土層観察をした際に、植物化石の存在を肉眼で確

認できたため、溝内から約８ｋｇの土壌をサンプリングし、水洗選別による植物化石の検出と同
定作業を行っている。同定結果については、南木睦彦氏による報告を第７章に掲載した。
ＳＢ０５・ＳＤ０４

先に記述したように、ＳＤ０４-１に囲まれた区画内でＳＢ０４の北に１２０ｃｍ隔てて並ぶ建物で
ある。東西２間（４．１４ｍ）、南北２間（３．５０ｍ）の東西棟で、束柱は検出できなかったが、Ｓ
Ｄ０５に切られている点や隣接するＳＢ０４との関連などから総柱建物の可能性が高いと考え

られる。桁行（東西）方向の柱間は２０７ｃｍ等間、梁間（南北）方向の柱間は１７５ｃｍ等間と、復
元柱間寸法はＳＢ０４よりもわずかに小さくなっている。柱掘形は一辺２５～４５（ｎの隅丸方形な
いし不整形であり、柱穴イ１・ハ１・ハ３の３箇所に柱根が残っている。柱直径はそれぞれｎ

（皿、７（皿、１１ｃｍを測る。

建物の推定床面積は１４．４９❹、主軸方位がＮ-１０°-Ｗで梁間（南北）方向の西側柱列がＳＢ
０４のそれと同一線上に位置している。
ＳＢ０６・ＳＤ０５

調査区の中央部東寄りに位置し、柱間寸法が不揃いではあるが、柱筋が南北方向に一定であ
る点や、溝で区画された空間内に柱根を遺存する柱穴が集中する点などから、建物として扱っ
た。復元規模は東西１間（２．７２ｍ）、南北２間（３．５７ｍ）で、推定床面積９．７１❹、主軸方位が
Ｎ-１３°-Ｗを測る南北棟になる。ハ１にあたる柱穴は精査したが検出できなかった。桁行

（南北）方向の柱間は東側柱列で北より、２１４ｃｍ、１４３ｃｍ。西側柱列で北より１８５ｃｍである。梁間
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（東西）方向の柱間は北側で２７２ｃｍを測る。柱掘形は一辺３０ｃｍ前後の隅丸方形ないし２０～３０ｃｍ

の不整形なものであり、深さは２０～３５ｃｍを測る。柱穴イ２・ロ２には柱根が残っており、柱直

径がそれぞれ９㎝、８ｃｍと細いものである。

ＳＢ０６から西へ約１７０ｃｍ隔ててＳＤ０５が位置している。Ｊ１３区南端に始まり、１１４

区 内 で ク ラ ン ク 状 に 蛇 行 して 調 査 区 外 の 北 へ 流 れ 込 んで い る と 思 わ れ る が 、 排 水 機 能 の ほ か に

建物を区画する溝の可能性も考えられため、ここで扱った。溝幅は６０～８０ｅｍで、深さは南で１５

ｃｍ、北へ行くほど深く、１１４区内では約３５ｃｍとなる。溝の中心線（主軸）はＳＢ０６の主軸

方位と同-である。東西方位で交差するＳＤ１５-２を切っているが、ＳＤ０４-６・１３-１・２・１５-１に

関しては切り合いを確認できなかった。

ＳＢ０７・ＳＤ０３

前述したＳＢ０４～０６は、それぞれＳＤ０３-１・ＳＤ０５とＳＤ０４-４あるいはＳＤ０４-３とＳ

Ｄ０４-４で区画された空間内に集中する柱穴から復元できた建物である。これらと同様の傾向を

示 して い る の が Ｈ ～ Ｊ 区 グ リ ッ ド 間 で あ り 、 Ｓ Ｄ ０ ３ で 区 画 さ れ た 空 間 に Ｓ Ｂ ０ ７ が 位 置 して

いるが、この他にも検出には至らなかった別棟の建物の存在が予想される。

ＳＢ０７の復元規模は東西２間（３．１２ｍ）、南北２間（３．５０ｍ）で、推定床面積は１０．９２❹主

-

-

-

一 一

３３４

３３５
０ １ ０ ｃ ｍ
→

第９図ＳＤ出土墨書土器実測図（１／３）
３３６



１８

軸方位がＳＢ０６と同じくＮ -１３ ° - Ｗを測る南北棟になる。

梁間（東西）方向の柱間は１５６等間である。桁行（南北）方向の柱間寸法は東側柱列で北

より１１０ｃｍ、２４０ｃｍ。西側柱列で北より２０５ｃｍ、１４５ｃｍと不揃いである。柱掘形は一辺３０ｃｍの

隅丸方形ないし円形を呈し、深さは２５～４０ｃｍを測る。柱穴イ２・イ３・ロ３・ハ１の４箇所に

柱根が残っていた。柱直径はそれぞれ９ｃｍ、１０ｃｍ、１０．５ｃｍ、１０㎝と平均している。梁間（東西）

方向北側柱列であるイ３・ロ３の柱根は片側面から底面までを斜位に削って尖らせた形態であ

り、ＳＤ１３-１を切って建てられている。

また、建物と関連する遺構として扱ったＳＤ０３はＳＤ０４-１のように明確な構成単位を示し

ていない。南北及び東西方向に走る溝の一群をＳＤ０３と総称したもので、いずれも溝幅２０～

４５（皿、深さ５～１２ｃｍの浅い素掘りの溝である。最も西側を流れるＳＤ０３-１は近代の暗渠排水に

よって切られているため、断定はできないが、Ｊ１１区内から始まり、西へ弧状に湾曲しなが

ら南北溝として調査区外の北へ流れていたと推定される。ＳＤ０７との間隔は、西側柱列と約

１２０ｃｍ、南側柱列と約１５０ｃｍ平均の距離である。

ＳＤ０３-２は南端で湾曲する溝で、ＳＤ０３-１に合流する形をとる。ＳＤ０３-３・４は東西溝であり、

ＳＤ０３-３は建物の南側柱列よりさらに約８０ｃｍ南に、ＳＤ０３-４は南側柱列上に位置している。ま

た、柱穴ハ１はＳＤ０３-４を切って掘られている。

ＳＤ０３-１５・６はＪ１１区内のＳＤ０３-１から分岐する南北溝で、ＳＤ０３-５はＳＤ１３-１と合流し、

ＳＤ０３-６はさらに調査区外へと流れている。ＳＤ０３-７最も東側を流れるは南北溝で、建物の東

側柱列とは東へ５０～８０ｃｍ、ＳＤ０４-１とは西へ約１１０ｃｍ離れた位置にある。

なお、ＳＤ０３-１は前述したＳＤ０４と同様に、植物化石の検出と同定を目的とした土壌のサ

ンプリングを実施した地点である。（第７章参照）

（ ３ ） 柱 列
ＳＡ０３

調査区西側で配石ＳＸ０２とＳＢ０７及びＳＤ０３との間に位置する南北３間の柱列である。
柱間の寸法は北より１２５ｃｍ、１２０ｃｍ、１７６ｃｍを測る。

柱掘形は一辺２５～３５ｃｍの隅丸方形ないし不整形なものであるが、ＳＤ０２を切って掘り込ま
れている柱穴イ４は掘形を確認できず、柱根のみの検出であった。このほか柱穴イ１・イ３に
も柱根が残っており、柱直径はそれぞれ１１ｃｍ、１３．５㎝、１４ｃｍを測り、調査区で検出した建物の
柱よりもひとまわり太いものとなっている。

方位はＮ-１３°-Ｗで、近接するＳＢ０７ではなく、ＳＢ０４・０５と同じである。ＳＤＯ
３で囲まれた区画内にはＳＢ０７と重なる形で別棟の建物の存在が想定できることから、同方

位で配置された未検出の建物の西を画する塀の可能性も考えられる。
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第２表建物計測表

建物
番号

柱間
（梁×桁）

柱間寸法
桁長 渠長 床面積 方 位 掘 形 規 模

桁行 梁行

０４ ２ × ２ ２．８ １．７８ ４．１６ ３．５６ １４．８ Ｎ - １ ０ ° 一 Ｗ
隅丸方形ないし不整形
（０．３）

０５ ２ × ２ ２．７ １．７５ ４．１４ ３．５０ １４．４９ Ｎ - １ ０ ° - Ｗ
隅丸方形ないし不整形
（０．３）

０６ １×２ ２．７２ - ２．７２ ３．５７ ９．７１ Ｎ - １ ３ ° - Ｗ
隅丸方形ないし不整形
（０．３）

０７ ２×２ - １．５６ ３．５０ ３．１２ １０．９２ Ｎ - １ ３ ° - Ｗ
隅丸方形ないし不整形
（０．３）

３５３

３５４
第１１図ＳＤ出土土師器実測図２（１／３）

） １ ０ ｃ ｍ
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（４）配石遺構
ＳＸ０２
調査区の西端で検出した南北方位の配石遺構で

ある。全体の形状は１９・１０区内を南端として、
幅２ｍ前後で帯状に北へ続いている。検出総延長
は１０ｍであるが、Ｇ１１区壁面の土層観察により
さらに調査区外の北にのびていくことが確認でき
る。検出面での標高は北と南で、南の方が約２５

高くなっている。
また、ＳＤ０１をはさんで東側の建物や溝が集

中する遺構検出面とは約４０ｃｍ前後、ＳＸ０２の方
が高くなっている。

配石内は最大径３０ｃｍ程度の様々な形態の疎や比
較的小振りの疎で構成されている。Ｈ１０区北側
を分布調査時の試掘孔（第１０トレンチ）が、加え

て南側を近代の暗渠排水が横断しているために、
遺存状態は必ずしも良いとはいえないが、ほぼ完
形に復元できる須恵器の長頚壷（第１９図・１２９・４３１）
をそれぞれ出土した１９・１０区内及びＧ１１区

内はさらに小さな構成単位として、それぞれ一辺
１５０ｃｍ、１００ｃｍ前後で内部に空間をおく方形プラン
になる可能性がある。

同様にＨ１０区内でも北から一辺７０ｃｍ、５０ｃｍ、
１００ｃｍ前後の方形プランが重なりあっているよう
な検出状況であるが、プランとしては全体にくず

れている点や、前述した撹乱箇所もあって断定は
できない。

配石の南北の両端にあたる１９区内からＧ１１
区内までの全体を通した主軸はＮぺＯ°-Ｗで建物
及び南北溝の方位と近似あるいは同一のものとな
っている。

配石内部及びその周辺からは多量の須恵器・土
師器片・「忍人」と書かれたものやそのほか判読
不能の墨書土器６点・焼土塊２片・木片などが出
土している。
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第１８図ＳＸＯ２出土須恵器実測図３（１／３）
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配石内土層断面の観察では、規則的に積まれていたり、陳の上端部が水平位に置かれたよう
な状況は認められず、二次的火熱を受けた牒も１９区内で数個が確認できた程度であった。
以上、ＳＸ０２の概要を記したが、その正確については決定的な判断資料は得られていない。

第１次調査で検出したＳＸ０１と合わせていくっかの特徴を記してみると、走行の方位の違い
はあるが、幅１．５’～２ｍの列石が連続的に、方向を決めて直線的にのびている点、加えてＳＸ
０１からは円面硯・フイゴの羽口が、ＳＸ０２からは墨書土器など遺跡の性格の一端をうかが
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第１９図ＳＸＯ２出土須恵器実測図４（１／３）
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第２０図ＳＸ０２出土須恵器実測図５（１／３）
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３０

わせるような遺物をはじめ、８世紀第２四半期を中心として第１四半期から第３四半期に比定
される須恵器・土師器などの遺物が相当量含まれている点などがあげられる。
これは遺跡内で現在までに判明している奈良時代に営まれた集落存続の時期全般にわたるも

のである。

次に建物との配置関係で見てみると、東西方位のＳＸ０１の南側とＳＢ０２の北側柱列とは、
並行して約５ｍ離れた位置関係にある。続いてＳＸ０２の東側とＳＢ０７の西側柱列の距離は
並行して約４．５ｍ離れている。さらにＳＢ０４を囲む溝ＳＤ０４-１とＳＸ０２の南端がほぼ東西

方位の線上にのっている。
これらの点から、ＳＸ０１・０２を計画的に配置された集落内の施設としてとらえ、その性

格のひとっとして建物を中心とする空間を区画する機能を想定しておき、今後の類例の増加を
まってさらに検討を加えていきたい。
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第２１図ＳＸＯ２出土墨書土器実測図（１／３）
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第２２図ＳＸ０２出土土師器実測図１（１／３）
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（５）畝状溝
ＳＵ１４～１９
調査区北端にあたるＨ１２～１１４区内で検出した南北

方向に走る畝状の溝を、その性格の上から一括して報告し
ておきたい。
これらはいずれも奈良時代の包含層（第６層）の上面に

掘り込まれており、今回の調査で確認できた古代の最も新
しい遺構といえる。

溝幅は２０～３０ｃｍ、深さは５～１５ｃｍ前後が平均的で、並行
している溝間の距離（畝幅）はそれぞれ１．６～１．９ｍ前後の

範囲にまとまっている。
また、各溝の長さは北側が調査区外のために未検出であ

り、加えて南側は後世の削平によって一様に途切れている
状態のため、調査区北側から１．５ｍから２ｍ前後を計る短
いものであった。

出土遺物は須恵器・土師器の細片が少量で時期を特定で
きるものはないが、ＳＵ１４～１９の方位が第１次調査で
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第２３図ＳＵ１４～１９実測図（１／１２０）

検出したＳＵ０１～１３の方位と同じく、Ｎ-５°～１０°-Ｅの間にまとまっているほか、前述
した立地条件・溝の形状・規模・溝間距離に類似性が見いだせることから、生活面としての建

物などが廃絶した奈良時代中葉以降にっくられた畑の畝にともなう遺構と推定している。
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第２４図ＳＸ０２出土土師器実測図２（１／３）



第５章出土遺物
３３

今回の調査で検出した遺物には、須恵器・土師器・墨書土器・木製品・石製品・製塩・鍛冶
関係の遺物などがある。これらの大半が奈良時代のものであるため、ここでは浅い素掘りの溝
（ＳＤ）・配石遺構（ＳＸ０２）及び包含層出土遺物の説明を中心に記述を進め、総括的な評価
は第８章のまとめで行うことにしたい。また、説明の都合上、同じ器種での分類は『四柳白山

下遺跡Ｉ』で抽出した分類に準じている。
第３表須恵器坏蓋・□径分布

（１）須恵器
坏蓋（第５・７・９・１０・１６・２１・２５図）
総点数で２４点以上が出土しており、次に述べ

る有台坏と１器種としての点数が揃っている。

第３表に示したように、口径１４ｃｍ代と１５ｃｍ代
のものが主体となっている。このなかでは、偏

平なボタン形のつまみ径３ｃｍ、器高３ｃｍ前後、
天井部が平坦面をもつ平笠形と天井部からなだ
らかに口縁端部へ移行する笠形の器形に分化す
る坏蓋Ｂ２類の出土量が多く、その先行的形態
と思われるＢ１類、つまみも体部も偏平なＣ類

も一定量認められる。
また、天井部はすべて回転ヘラ削りが施され

ており、口縁端部の形態には断面が三角形を呈

するタイプ、端部を外方につまみ出すタイプ、
端部を折り曲げるタイプなどがあるが、断面三
角形のものが圧倒的に多い。

以 上 ／

１１．１２６６００／
１１．４９１７００／
１１．８５６８００／
１２．２２１８００／
１２．５８６９００／
１２．９５１９００／
１３．３１７０００／
１３．６８２０００／
１４．０４７１００／
１４．４１２１００／
１４．７７７２００／
Ｘ５、１４２２００／
１５．５０７３００／
１５．８７２４００／
１６．２３７４００／
１６．６０２５００／
１６．９６７５００／
１７．３３２６００／
１７．６９７６００／
１８．０６２７００／
１８．４２？７００

変 倣 の 番 号 ｃ
変 数 の 名 駒 ａ

末 澗 Ｉ Ｓ Ｓ
１．１２６６００
１．４９１７００-３、００
１．８５６８００-２．７０
２．２２】８００-２．４０
２．５８６９００-２．１０
２．９５１９００-１．８０
３．３１７０００-ｌ．５０
３．６８２Ｃ００-１．２０
４．０４？１００-０．９０
４．４１２１ＧＯ-Ｑ．６０
４．７７７２００-０．３０
５．１４２２０００．００
５．５０７３０００．３０
５．８７２４０００．６０
６．２３７４０００．９０
６．６０２５００１．２０
６、９６７５００１、５０
７．３３２６００１．８０
７．６９７６Ｃ０２．１０
８．０６２７００２．４０
８．４２７？００２．７０

３．００

デ ー タ の 数 ｚ ５ ７
‥ ． 口 径

０ １ ０ ２ ０ ３ ０ 度 数
． ． ０

０
家 冪 ． ． ２

． ０

０
家 、 ２

・ ｒ ｌ
ｌ

冪 寡 ま 凛 ５

冪 冪 ・ 家 家 拿 ｌ ｌ ｓ ・ 、 １ １
冪 ・ Ｓ ． ． ． ４
累 ｉ ｌ ｌ ｘ ｚ ｌ ｘ ｌ ． １ ０
冪 家 冪 家 ・ ｓ ｓ ｌ ｓ ． ． １ ０

１ ｓ 忿 家 ｌ ． ． ６
１ Ｓ ． ． ． ３

０
． ． ． ０

． ０

０
． ０

家 ｌ
ｉ ． ． 、 ｌ

第 ４ 表 須 恵 器 有 台 坏 ・ 口 径 分 布

変数の１‾ｓ３データの靫ａ５５
Ｘ数の名吟一ロ掻

以 １ ／ ま 澗 ｛ Ｓ Ｓ ｝ ０
１ ０ ． １ ７ ９ ２ ０ Ｕ ・

０．１７り２００／１０．５１０００り-３．ＧＯ；

ＩＵ
１ ０ ． １ ？ ９ ２ ０ Ｕ ・

１０．１７り２００／１０．５１０００り-３．ＧＯ；．
１０．５１００ｃＵ／】０．８４０８００-２．７０：．
１０．８４０６００／１１．１７１６ＵＯ-２．１０：ｓ．
１１．１７１６ＵＯ／１１．５０２４０ひ-２．１０；ｓ１．
１１．５Ｕ２４００／ｎ．８ｊ３２０（）-１．８０：・ｓ．
１１、８３３２ＵＯ／１２．ｊ６４０ＧＯ-】．５０；．
１２．１６４００Ｕ／１２．４９４８００-１．２Ｕ：Ｓ１ｌ．
１２．４９４８ＵＯ／１２、８２５７００-０．９Ｕ；ま１ｌｌ．
１２、８２５７り０／１３．１５６５０りーり、６０：１ま１＿ｉ１１ｉ・
１３．１５６５００／１３．４８７３００-０．３０：ｌｌ＿・ａ本＿ｙ
１３．４Ｓ７３ＤＯ／１３．８１８１０００．ＵＯ：まｌｌｉ．
１３．ａ１８１００／１４、１４ＳｇＵ００．３０；１１ｌｓｓｌｌｌｓｓｓ１
１４．】４８９００／１４．４７９７００Ｕ．６０１＿ｓｉｌ
１４．４７９７００／１４．８１０５ＱＯＵ．り０：ＳＸ
Ｍ ． ８ １ ０ ５ ０ ０ ／ １ ５ 、 １ ４ ｎ ｏ ｏ Ｊ ． ２ Ｕ ： ｓ 、
】５．１４１３００／１５．４７２１０ＵＩ、５０：．
１５．４７２１ＵＯ／ｊ５．８０２９００１、８０：ま
１５．８Ｕ２９００／１６．】３３８Ｕ０２．１０：．
１６．１う３８ＵＯ／１６、４６４６００２．４Ｕ１１．
１６．４Ｍ６ＵＯ／１１、．７９５４００２、７０：．
１６．７９５４００

このほかに、口径１８ｃｍ代で宝珠形に近いが上第５表

面 が 平 坦 な ボ タ ン 形 の つ ま み を も ち 、 口 縁 端 部

を短く外屈させるＤ類（３８０・３８１）、口径１３ｃｍ

以 下 で 内 面 返 り を も つ Ａ 類 や 端 部 を 折 り 曲 げ た

り、内屈させるＥ類が少量認められる。

有台坏（第７・９・１６・１７・２１・２６・２７・３０図）

総点数で２４点以上が出土しており、須恵器の

な か に 占 め る 比 率 は ３ ４ ％ と 食 膳 具 の な かで は 最

も量が多い。第４表に示したように、口径１２～

１５ｃｍの間に量的なピークがある。形態的な特徴

３．０Ｕ：Ｓ

２Ｑ ３０度数
０
０
０
１
２
２
０
３
４
９
８
４
２
４
２
１
０
１
０
１
０
Ｉ

Ｉ

須恵器有台坏・主成分分析による
２次元散布
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第６表須恵器無台坏・口径分布
変 皿 の 番 号 ＝ ２ デ ー タ の 数 ＝ ５ ３
変 数 の ・ ｌ ａ 口 径

Ｓ Ｉ 上 ／ 未 満 ｛ Ｓ Ｓ １ ０
９ ５ ２ ０ ０ ６ ０ ・ ・

９．５２００６０／９．８２８８１０-３．０り：
９．８２８８１０／１０．１３７６００-２．７０：１
１０．１３７６００／１０．４４６３００-２．４０：
１０．４４６３００／１０．７５５１００-２．１０：１
１０．７５５１００／１１．０６３８００ -゙１．８０ご１
１１．０６３８００／１１．３７２６００-１．５０：ま
Ｕ．３７２６００／１１．６８１３００-１．２０；ｓｓｌ１
１１．６８１３００／１ユ．９９０１００-０．９０：ｓ
ｌ１．９９０１００／１２．２９８８００-０．６０：１家ｓ
１２．２９８８００／１２．６０７５００-０．３０ｒｓ＿家１
１２．６０７５００／１２．９１６３０００．００：１１ｘ１

１０ ２０ ３ ０ 度 取
ｌ
ｏ
ｌ
ｏ
１
１
１
４
１
３
１２
４
１２
８
１
１
０
０
２
０
０
０

第７表須恵器無台坏・主成分分析による
２次元散布

ブ グ
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をみると、口径１３ｃｍ前後では高径指数３０、底径
５５前後と底径縮小気味の有台坏Ｃ類と器形的に
はＣ類に対して底径が大きく、器高が低いＤ類
が主体となっている。また、口径１４ｃｍでは高径

指数２５、底径指数７５前後と偏平な器形のＥ類の
出土が多く、器高が４．５～５ｃｍと高く第１次調査
では抽出できなかったＨ類も一定量存在する。
この他、高径１６．２ｃｍで体部下半あたりが屈曲
して稜をなす３０７や口径１７ｃｍを測る深身のＧ類
（５２２）などが少量認められる。
無台坏（第７・９・１７・１８・２７・２８・３０図）

個体数１９点以上と食膳具では有台坏に次ぐ量
を占めている。そのなかでも口径１２～１３ｃｍ代に
ピークがあり、１２ｃｍ代では高径指数３０前後で底

部から体部が丸みをもって立ち上がる無台坏Ｃ
類とＥ類の一部が主体となっている。続く口径
１３ｃｍ代では高径指数２５と口径と底径との差が他
の器形と比して小さく、偏平なＥ類とそれより

も器高が高くなるＦ類が認められる。このほか

出土量は少ないが抽出できたものに、口径１５ｃｍ
でＦ類の一部、口径１２ｃｍ以下でＤ類などが分布している。また、ＳＸ０２から出土した４０４は
口径９．１ｃｍと小型で、精選された胎土に海綿骨片を比較的多く含む点が他の製品とは異なって
いる。図化はできなかったが同地点からの２個体分を含め、いずれも古相を示している。

高坏（第１８図４１５～４１８・第２９図５６７）

坏部から脚部までを復元できるものは出土していない。４１５は脚基部から坏部にかけて遺
存する有蓋高坏。端部にはたちあがりを伴い、脚部には透かし窓が認められるもので、今回確
認できた土器のなかでは最も古い形態をとる。４１６・４１７は同一個体と思われる無蓋高坏。脚基
部から反りながら水平方向に開いた脚端部に、やや下方につまみ出した端面をっくる。
壷（第１８図４１９～４２５・第１９図４２８～４３３・第２９図５６８～５７５）
・１１９・４２８～４３３・５７１～５７３はいわゆる長頚壷。いずれも体部外面下半にヘラ削りが施され、

他の部位はョコナデで仕上げるが、底部に高台を付すもの（４２８～４３１）とそうでないもの（４３
Ｓ？・４３３・５７１～５７３）がある。なかでも４２８～４３１は２個体分かＳＸ０２内の別々の地点から出土し
たもので、おおよその器形を知ることができる。４２８と４２９、４３０と４３１が同一個体で、それぞれ
口径１３ｃｍ、１３．７ｃｍ、体部最大径１７．６ｃｍ、１７．４ｃｍ、高台径１１ｃｍ、１０ｃｍを測り、肩部及び□頚部に
数条の沈線をめぐらす点や胎土・焼成具合も似通っているが、口縁部が基部付近からそのまま
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４０

緩やかに収まる４２８と端部で外屈して丸く収まる４３０との違いがある。４２９の体部外面には
「十」のヘラ書きが刻まれている。４３２・４３３・５７１～５７３は体部径によって、１４ｃｍ代の５７１・５７２、１６
ｃｍ代の４３２・５７３、２２ｃｍの４３３に分けられる。また、同一個体と思われる４２１と４２２及び５７４は体部

形態から脚付きの長頚壷として扱った。それぞれ体部最大径１８．４ｃｍ、１７ｃｍを測る。
５６８は口径５．８ｃｍを測る小型の短頚壷。４２０は短頚壷の蓋になると考えられる。口径１３．４ｃｍで、

調整は頂部外面にヘラ削り、口縁部にョコナデ調整を施す。５７０は底径７．４ｃｍ、体部最大径１２．４
ｃｍを測る平瓶の体部片で、全体に偏平な器形である。

横瓶（第１８図４２６・４２７・第２９図５６１・５６２）
全体の器形を知ることができるのは、口縁部片の４２６と体部片の４２７で、ＳＸ０２内での出土

状況及び胎土などにより、同一個体の可能性が高い。口縁端部に外傾する面をとり、口縁部内
外面にナデ調整が施される。口径１１．８ｃｍ。体部外面は平行叩きの後にカキ目調整、内面は叩き
調整（同心円文）の後で入念なナデ調整により、叩き目を消去している。体部側端に粘土板の

接合痕を残す。
甕（第２０図４３４～４３８・第２９図！５５９・５６０・５６３）
調査区出土の甕は口縁部片がほとんどで、口径２５ｃｍ前後、口縁部が外傾しながら面をとるも

の（４３４・４３５・４３８）と口径２０ｃｍ前後で口縁部が直立気味に立ち上がるもの（４２３６・４３７・５６３）に区

分される。調整はすべて口縁部内外面にナデ、体部外面に平行叩き、内面にも叩き調整による

同心円文を施す。また、酸化硬質焼成によって暗赤褐色を呈し、叩き目が口縁部外面にまで及
んでいる４３７と酸化軟質焼成によって淡灰褐色のミ５６３はカキ目で叩き目を消去している。

体部の器形が確認できるのはＳＸ０２出土の４３８で、体部中位が最大径５３．２ｃｍを測り、球形
を呈する。
（２）墨書土器（第９・２１・３０図）
墨書土器は浅い素掘りの溝ＳＤ０４-１から３点、同じくＳＤ１４から２点、ＳＤ０８から１点、

配石ＳＸ０２から５点、奈良時代の包含層から１０点が出土した。総点数は２１点で、そのう
ち須恵器は２０点、土師器は１点である。以下、判読できた墨書土器について若干の説明を加
えておきたい。‘１）

東家０２３２・３３３）３３２は建物の周りをめぐるＳＤ０４-１、３３３はＳＤ１４のそれぞれ遺物溜まり
から出土している。吉岡康暢氏が既に指摘されているように、予竃んらかの公的施設の一区画

内で、家屋の方位による位置関係から生じた名称のように思われる。
土万呂０３４・５８３）第１次調査時のものも含めれば７点となり、全調査区域を通して最も出

土頻度の高い個人名の墨書文字となる。
倉冨女（５１３０・５８２・５８４）女性の個人名と解したが、３点いずれも倉庫ふうの建物（ＳＢ０４・
０５）周辺の遺物包含層からの出土であり、「倉冨」を吉祥句とすれば「嘉字十女」となり実
名ではない可能性も考えられる。
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忍人（３Ｊ３５５・５７８・５７９）男性の個人名で、「忍人」の史料としては『正倉院文書』に天平十
五年（７４３）から天平宝字八年（７６４）ごろにかけて東大寺写経所に勤務した能登臣忍人が見
いだせる。墨書土器の忍人が能登臣忍人であると断定はできないが、土器そのものが８世紀中

葉を示す型式であり、能登出身の官人と同一人物である可能性も考えられる。
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４２
１‖（５７６）底部に記されている２箇所の墨書のうち、左側の「｜ｌ」」を記号墨書と解した。同

様の墨書が本遺跡と邑知潟をはさんで西岸に位置する寺家遺跡から大量に出土しており、遺跡
固有の標識墨書として祭祀での使用が示唆されている点が注目される。（３’
八十（５８５）数字を表す墨書。本遺跡周辺で採集された墨書土器に「田地八十」があり、（４’
この場合は単独ではあるが吉祥司的な意味をもつ嘉字と解した。

（３）土師器

甕（第１０・２２・３１・３２図）

第８表に示すように、口径１０～２０ｃｍの間で１５ｃｍをピークとする一群と口径２０～２５ｃｍの一群、

ばらつきはあるカｉ３０ｃｍ以上のものという分布状況からそれぞれを便宜上、小形・中形・大形と

第８表土師器甕・口径分布
変 数 の １ 号
変 数 の 名 前

な 上 ／ 未 鯛
２．６６３２１０

２．６６３２１０／４．３２３９８０-３
４．３２３９８０／５．９８４７５０-２
５．９８４７５０／７．６４５５２０-２
７．６４５５２０／９．３０６２９０-２
９．３０６２９０／１０．９６７１００-１
１０．９６７１００／１２．６２７８００-１
１２．６２７８００／１４．２８８６００-１
１４．２８８６００／１５．９４９４００-０
１５．９４９４００／１７．６１０１００-０
１７．６１０１００／１９．Ｚ７０９００-０
１９．２７０９００／２０．９３１７０００
２０．９３１７ＣＯ／２２．５９２５０００
２２．５９２５００／２４．２５３２０００
２４．２５３２００／２５．９１４００００
２５．９１４０００／２７．５７４８０１１
２７．５７４８００／２９．２３５５００１
２９．２３５５００／３０．８９６３００１
３０．８９６３ＣＯ／３２．５５７１００２
３２．５５７１００／３４．２１７８００２
３４．２１７８００／３５．８７８６００２
３ ５ ． ８ ７ ８ ６ ０ ０ ３

・
２

ＳＳ

ＯＯ
７０
４０
１０
８０
５０
２０
９０
６０
３０
００
３０
６０
９０
２０
５０
８０
１０
４０
７０
００

デ ー タ の 数 ｇ
‥ ． 口 径

０ １ ０

鳶Ｓ
羞
Ｓ・・忿ｌ
家家享ｌ冪冪冪家ｌ
・累寥ー簒奪暮家
・Ｘー累
ｘｌ零奪家Ｓ
Ｉ套拿累累ＺＩＳ
皇累Ｘ累累ー
水
Ｓ
零
Ｓ

Ｓ
Ｓ

５

２ ０ ３ ０ Ｓ 数

して扱った。
小形甕口縁部がくの字状に外反し、その

まま端部が丸く収まるものがほとんどである
が、体部最大径が上半ににあり、外面を縦位
のハケ目、内面を横位のハケ目で調整するも
の（１５９６・５９８・６０２等）、口縁部が短く外反し、
カキ目調整された偏球形の体部をもっもの

（６０７～６０９等）が認められる。
中形甕小形甕同様くの字口縁で端部に面

をもたないもの（４４（５・・１５０・５８７等）、くの字口縁から端部が面をもつか、さらに上方につまみ出
されるもの（５８６・５９４・６０４等）が主体となっているが、有段口縁状に端部を内傾させてつまみ
上げたもの（６０５）や口縁部直下が幅広の隆帯状のもの（６０３）なども少数認められる。
大形甕口縁端部に面をもたないもの（４５４）、面取りするもの（４５５）、面取り部分をつ

まみ上げるものい５２・４５３）がある。また、底部形態では丸底（６１４・６１６）、平底（６２３）、
回転糸切りの平底（３５２・６１７・６１８）を確認している。
鍋（第１１図３５３）
ＳＤ出土の鍋で、口径３０．６ｃｍ、器高１７ｃｍを測る。全体に器肉は厚く、底部周辺をヘラ削

りするほか、器表全面にハケ目調整が施される。器形は体部から外方に開き、口縁部でさらに
外反して端部が丸く収まる。胎土は海綿骨片を含むもので、土師器全般に多く認められるタイ
プである。
甑（第１１図３５４）
ＳＤ０４-１遺物溜まり出土の３５４は口径２４．８ｃｍ、器高２４．６ｃｍ、底部内径１２．４ｃｍ（外径１６．８［］１１）

を測る甑で、体部下半が締まるが全体的には筒状を呈し、体部中位に把手が２個相対して付く
器形である。内外面は細いカキ目とナデで調整し、口縁部は緩く外反しながら端部が面取りさ
れ外縁が短くつまみ出されている。胎土には雲母・長石片を多く含むが焼成は良好である。
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第３２図包含層出土土師器実測図２（１／３）
６１４
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第５章出土遺物４５

坏・椀（第１０・２４・３０・３３図）
坏または椀には、外面赤彩Ｆメ１黒土師器・内黒土師器・

両面赤彩土師器・土師器がある。資料が少ないので断６ ２ ４ ’ ‾ ‾ ‾
¬壮一……・アフタ；；で之１１二ｌ；；：二にｊｌミ；ごこ；７

６２５〃〃と椀形器形（６２８）に分かれる。同じように内黒土師
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器には口径１２．６ｃｍで浅身で６３０と口径１６ｃｍで「忍人」
と墨書された深身の５７９、両面赤彩には口径１６ｃｍ前後
（３３７・６３１）と１３ｃｍ前後（４５７）というように法量分化
が認められる。また、内面に漆の付着が見られる６２４

はチヂミ現象も認められ漆器の代用器としての塗漆土

師器の可能性が高い。
短頚壷（第３３図６３２）
同形の須恵器を模倣した土師器の短頚壷で口径７．７

ｃｍを測る。口頚部周辺を斜位、体部にかけて縦位のハ

ケ目調整、加えて外面全体が赤彩されている。
製塩関係の土器（第２４図４６１・４６２）
４６１は完形に近い形で出土した支脚、円柱状の脚

部から底部にかけて緩く広がり底部内面が凹んでいる。
４６２は棒状脚であるが、脚部上位の形態は不明。いず
れも指頭によるナデとオサエ調整痕が残る。

（４）木製品（第１３・１４図）
何らかの加工木片と思われる製品は２点（包含層出

土２３・３７）を除き、すべて浅い素掘りの溝からのもの
であり、６０点以上を数える。これらの多くは欠損して

原形を保つものは少ない。ここでは一定の目的で加工
を施し、その種類が特定または推定できた木製品を選
んで記述することにした。

１～１２はＳＤ０４-１の遺物溜まりからまとまって出土
した箸状木製品。完形の１～３はそれぞれ全長２８．２ｃｍ、
２６．８ｃｍ、２３．８ｃｍを測る長いものである。面取りは４面

または多面取りで、薄手のものも認められる。重量は
含水状態（以下同じ）で６～８ｇ。１４は前述１～１２と同
じ遺物溜まりからの検出で、加工法も箸状木製品に近

第３３図包含層出土土師器実測図３（１／３）いが、身が太く頭部を鋲頭状に意識して削りだしてお



４６

り、ミニチュアの陽物状または人形木製品の可能性が考えられる。全長４．３ｃｍ、身幅０．４～１．１ｃｍ、

身厚０．７ｃｍ、重量２ｇを測る。１７は全長２ｃｍの木釘。２０～２３は曲物底板で、柾目の板材が用い

られている。復元径は２０・２１が１６～１７ｃｍ、２２・２３が１８～１９ｃｍになる。続く２４～２７も曲物に使

われた幅の狭い薄板断片で、厚さ０．２～０．４ｃｍの柾目材である。３３は立体大型の舟形木製品。左

半分の断片で、ヘサキ・トモの様子はわからないが、内部は舷側にそって均一にくりぬかれて

いる。舟底の形は平底で断面はＵ字形を呈する。現存長１１．５ｃｍ、幅３．１ｃｍ、重量３０ｇ。４１は遺

存している片側面を刃部の棟部分とする刀形木製品の可能性がある。現存長１３．５ｃｍ、幅２．８ｃｍ、

重量１８ｇ。３５はヒキリ板。板状加工木片の両端が切り落とされたもので、全長２４．７ｃｍ、幅４．６

ｃｍ、厚さ２．５ｃｍ、重量２４０ｇを測る。１面片側にヒキリウスを２個設け、側辺にＶ字刻みをつ

けているが、使用された焼けこげ痕が認められるのは１個のみである。ウスの形は径１４㎜、深

さ８㎜のＵ字形。３４は板材を削って丸棒状にしたもので、先端の焼けこげ痕が１３㎜と前述ヒキ

リウス径に近い太さであることからヒキリギネの可能性が考えられる。

（５）石製品（第３４図１・２）

１

-

雁
川
し

勿 ２
０ １０ｃｍ

鍛冶関係の遺物として１点のみであるが、
第１次調査出土の輔羽口片に続き増蝸が建

物周辺（Ｊ１４区）の遺物包含層から出土
している。小片ではあるが厚さ１２ｃｍ、口径
１２ｃｍ、深さ３～４ｃｍ前後の小型品に復元でき、

外面にはユビオサエの調整痕がみられる。
やや丸みをおびた口縁部内外面には暗灰色の溶融した金属が付着する。なお、この付着した金
属の鑑定を国立歴史民俗博物館教授田口勇氏にお願いしたところ銅滓であるとの教示を得て
いる。
註（１）平成２年９月２６日に石川県立埋蔵文化財センターで行われた第３４回埋蔵文化財担当市町村職員

等研修会での講演後、埋文センター職員の方々のご厚意により、国立歴史民俗博物館教授平川
南氏に本遺跡出土の墨書土器を実見していただき、数々の指導と助言を得た。記して感謝の意
を表したい。

（２）吉岡康暢「墨書土器」『東大寺領横江庄遺跡』松任市教育委員会・石川考古学研究会１９８３
（３）小嶋芳孝『寺家遺跡発掘調査報告書ｎ』石川県立埋蔵文化財センター１９８８金沢市
（４）今井淳一『四柳白山下遺跡Ｉ』羽咋市教育委員会１９９０に掲載したものである。

０ １ ０ ｃ ｍ

第３５図増蝸実測図（１／２）

（６）鍛冶関係遺物（第３５図）

犬
第３４図砥石実測図（１／３）

石製品では砥石が２点出土している。１

は平面・断面ともに正方形の砥石。破面を

除き４面を使用するが、上面の研磨痕は顕

著ではない。全長３．３ｃｍ、幅３．２ｃｍ、厚さ３．３

ｃｍ、重量８２ｇを測る。２は長方形板状の砥

石で各面を使用する。全長４．８ｃｍ、幅３．７ｃｍ、

厚さ１．６ｃｍ、重量６０ｇを測る。



第 ６ 章 漆 器 の 塗 膜 分 析 に つ い て
四柳嘉章

４７

羽咋市教育委員会より依頼のあった、羽咋市四柳白山下遺跡出土漆器の塗膜分析所見を以下
の通り報告する。

分析の方法

漆器の器形は盤状のもので、広葉樹の横木取りである。片面が剥離しているが、総赤色漆器
の可能性が大きい。

塗膜分析は漆塗膜の細片をエポキシ系樹脂（アラルダイトＧＹ１２５２ＪＰ．ＨＹ８３７）に包埋
後、その断面を研磨し顕微鏡観察によって、手板試料と比較検討をおこなうものである。

分析結果（巻頭カラー図版２ - 右下）

塗膜層構成は木地固め（渋）の上に、①炭粉層が施されている。層厚は薄いところで２４．

３ ５ μ ｍ 、 厚 い と こ ろで ７ ３ ． ０ ５ μ ｍ 、 平 均 ４ ８ ． ７ μ ｍ で あ る 。 炭 粉 は １ μ ｍ 以 下 の 均
一 な 微 粒 子 が 大 半 で あ る が 、 ８ × ４ μ ｍ の 大 き な も の も 若 干 含 ま れて い る 。 本 層 の 定 性 分 析

はしていないが、炭粉粒子の空隙状況からみて渋層と考えられ、川上層にも４～５μｍの渋層

が 認 め ら れ る 。 こ の 上 に ② 赤 色 漆 層 （ ベ ン ガ ラ ？ ） が 施 さ れて い る が 、 層 厚 は ２ ４ ． ３ ５ μ ｍ

とやや厚い。粒子は１μｍ以下の微粒子である。

考 察

四柳白山下遺跡は８世紀を主とした集落跡で漆器も同時代となれば、総赤色のものとしては
全国最古例となる。しかし残念ながら出土状況が不詳であることと、上層において一部中世遺
物が認められたので、時期判定の情報を得るために塗膜分析を行った。

分析の結果、漆器の塗装工程は炭粉渋下地の上に、中塗りの黒色漆を介せず直接赤色漆が施
された、いわば簡素化された普及型の漆器であると判断された。

渋下地の漆器は現在のところ１１世紀代に東北（青森）や北陸（石川）で使用され、‘２１以後
普及型の安価な漆器として、中世には一般的なものとなり、近代にいたるまで大量に生産され
た。一方古代の漆器製作法は『延喜式』によるところの「土漆」（鉱物粒子を含む漆下地）の
上に、研ぎを伴いながら何層もの漆層を塗り重ねる方法が一般的である♂９世紀前半の羽咋

市寺家遺跡土坑内出土漆皿（ケヤキ戸や平城京左京一条三坊ＳＤ６５０出土の須恵器坏形漆
挺５’も同様のものであった。
加えて赤色漆器の古い例は９世紀前後とされる平城京一条三坊ＳＤ６５０出土の端反椀（内

赤外黒色戸と、滋賀県大津市瀬田野畑遺跡の椀（内赤外黒色）‘７）、石川県では加賀市田尻シン
ペイダン遺跡の皿（内赤色、１２世紀中葉戸ぐらいである。赤色（朱）漆器の使用が貴族間



４８
で盛行するのは９Ｃ後半から１０世紀とみてよいであろう。つまり、それ以前の８世紀代の挽

きもの漆器は黒色漆のものしかなく、四柳白山下遺跡の年代、即ち８世紀中葉前後の赤色漆器
の出土例は皆無ということになる。

以上の点から、炭粉渋下地の四柳白山下遺跡出土漆器は中世の所産と考えられる。しかし赤

色漆の盤形態では中世の出土例はわずかであり、貴重な資料が追加されたといえよう。

註（１）永嶋正春「中世漆器の塗膜層構成について」『西川島一能登における中世村落の発掘調査』

穴水町教育委員会、１９８７

（２）四柳嘉章・江頭俊郎「古代末期の渋下地漆器について一加賀市田尻シンペイダン遺跡出土

漆器の塗膜・定性分析」『中世北陸の在地窯一生産と流通の諸問題』北陸中世土器研究会、１９９０

（３）四柳嘉章「古代～近世漆器の変遷と塗装技術」『石川考古学研究会会誌』第３４号石川考

古学研究会、１９９１

（４）同上

谷内碩央『釡屋・新保・猫ノ目遺跡』羽咋市教育委員会、１９８２

（５）『木器集成図録近畿古代篇』奈良国立文化財研究所、１９８５

（６）同上

（７）同上

林博通・栗本政志「近江国府関連官衝跡の調査一大津市瀬田野畑遺跡の調査概要」『古代

文化』第３５巻第１号古代学協会、１９８５

（８）田嶋明人『加賀市田尻シンペイダン遺跡発掘調査報告書』石川県教育委員会、１９７９

四柳・江頭註２文献

※本稿では漆工用語の説明は省略している。註３文献を参照いただければ幸いである。



第 ７ 章 四 柳 白 山 下 遺 跡 の 大 型 植 物 化 石

流通科学大学南木睦彦
１．大型植物化石のリスト

４９

四柳白山下遺跡は石川県羽咋市にあり、能登半島の基部邑知地溝帯に位置する。考古遺物か
ら奈良時代（８世紀前半代）と考えられる建物の周囲をめぐる溝から、植物化石に富む堆積物
が２地点で採集された。堆積物は０．５皿目のふるいで水洗飾分けされ、同定可能と考えられる

化石が拾い上げられた。以上の処理は発掘担当者により行われ、拾い上げられたものが筆者に

分析依頼されたので、種類分けおよび同定をした。同定後の試料はＳＤ０４地点のものがＭＭ９２３．
ＳＤ０３地点のものがＭＭ９２４の番号を付けて流通科学大学に保管されている。
同定結果を第９表に示す。大量に産出したものと、栽培植物および栽培されていた可能性が

ある植物の写真を図版２３．２４に示す。

同定されたものは、クワ属の種子が過半を占めた。クワ属を除くと、草本が種類数、個数と
もに多い。両地点の群集組成の差異はあまりなく、同様の傾向を示した。ただし、ＳＤ０４地点
でイネやイヌビエなどで炭化したものが産出したのに対し、ＳＤ０３地点ではマメ科Ａ以外は炭

化種実は産出しなかった。
木本ではクワ属がいちじるしく多産した。クリ、ムラサキシキブ属、ガマズミ属ガマズミ節
は普通に産出した。カヤのみが針葉樹で、他はいずれも落葉広葉樹であった。
草本ではヒユ属、スゲ属Ａ、イネ、アサが多産した。ホタルイ属Ａ、シロザ近似種、イヌコ
ウジュ属またはシソ属、ヤナギタデ、ヘビイチゴ属、ナス属Ａ、イヌビエ、イネ科Ａ、イネＢ、
エノキグサ、ホタルイ属Ｂ、エノコログサ属、カヤツリグサ属Ａ、カヤツリグサ属Ｂなどが普

通に産出した。

２．栽培植物等

栽 培 さ れて い た こ と が 確 実 な も の は 、 モ モ 、 イネ 、 ア サ、 マメ 科 Ａ 、 シ ソ 属 、 ナス 、 メ ロ ン

仲 間 で あ る 。 ま た 、 栽 培 の 可 能 性 が あ る も の は ク リ 、 シ ロ ザ 近 似 種 、 ヒ ユ 属 、 イ ヌ コ ウ ジュ 属

またはシソ属である。

クリ（図版２３-１）はいずれも破片で計測が困難であったが、少なくとも長さが２２Ｅ以上はあっ

た。野生のものとしては最大級であり、栽培されていた可能性がある。

モモ（図版２３-５）は、半分に割れたものが２個体産出した。長さ×幅×厚さ（半分の値）が、

２４．９×２０．３×８．８㎜、および２６．４×２０．４×９．８㎜であった。

イネ（図版２３-９～１１）は未炭化の穎、炭化した穎、炭化した胚乳の、三つの状態で産出した。

アサ（図版２４-１７）はいずれも果皮が取れた種子の状態で産出した。

シロザ近似種（図版２４-２０．２１）とヒユ属（図版Ｓ？４-２２．２３）は、いずれも人里雑草であったと

も考えられるが、栽培の可能性もあると思われる。



５０

マメ科Ａ（図版２４-２９）は、炭化しており、アズキやリョクトウに類似した形態をしている。

長さ５．２㎜、幅３．３皿であった。

シソ属（図版２４-２７）、イヌコウジュ属またはシソ属（図版２４-２８）は、長さが１．７㎜から

２．０ｍｍのものを便宜的にシソ属とした。野生種にこのような大きなものはないので、これらは

栽培されていたと考えられる。長さ１．４㎜から１．７㎜のものはイヌコウジュ属またはシソ属と

したが、これらと、シソ属としたものの変異は連続しているようにも見える。

ナス（図版２４-３２）は、長さ３．２㎜、幅２．５㎜程度の偏平な種子である。野生種と比較して大

きく、また編目状の彫紋の稜が穎粒状の組織から出来ている点で現生のナスと一致するので、

ナス｀とした。

メロン仲間（図版２４-３３）は、８個体が産出しており、２個体が計測可能であった。長さＸ

幅×厚さは、８．２×３．６×１．１㎜および５．２×２．０×０．８㎜であった。

多様な栽培植物ないしその可能性がある植物が産出したが、建物跡をとりまく溝からの産出

で あ る こ とを 考 える と 、 こ の 付 近 で 栽 培 さ れて い た と い う よ り は む し ろ 、 食 用 等 に して い た 栽

培植物を投棄したものが産出したと考える方がよいであろう。

３．古植生

堆積物が採集された遺構のような小規模な溝では、遠方からの遺体が流れ込む可能性が少な
い。したがって、産出したものは、堆積の場周辺に生育していたか、人力ｉ投棄したものである。

草本で水湿地等の湿った環境を好むものには、サナェタデ、ホタルイ属Ａ、ヤナギタデ、ホ
タルイ属Ｂ、ボントクタデ、ミソソバ、ヘラオモダカなどがあった。いずれも湿地ないし抽水
植物であり、浮葉植物や沈水植物などの、水深があるていど必要な植物は見られなかった。一

方、畑地や路傍などのややかわいたところに生育するものには、ヒュ属、シロザ近似種、ヘビ
イチゴ属、ェノキグサ、ェノコログサ属、カタバミ属などがあった。林床などに生育するもの

は見られなかった。以上から、溝の中にサナェタデやホタルイ属Ａ、Ｂ、ヤナギタデなどが生
育し、溝の縁や、溝の周囲にヒュ属、シロザ近似種、ヘビイチゴ、ェノキグサ、ェノコログサ
属などが生育していたと推定される。現在の人里の水路周辺で見られる植物相と類似している。
一方、木本はクワ属を除くと産出量が少なかった。クワ属はいちじるしく多産する事から、

周囲に生育していた可能性が高い。その他の樹木に森林の主要な構成要素となるものはないの
で、堆積の場周辺に森林はなく、産出したような樹木が散点的に生育していたものと思われる。



第９表四柳白山下遺跡の大型植物化石一覧表

数字は２．０ｋｇの土壌から水洗飾分けにより取り上げられ、同定された種実の実数．

和 名 東 ｌ

木 本

カ ヤ

クリ＊
ク ワ 属
カ ジノ キ
ヒ メ コ ウ ソ
モモ゛゛
フ ジ 属
ア カ メ ガ シ ワ
カ ェ デ 属
ケ ン ポ ナ シ 属
ブ ド ウ 属
キ ブ シ
ム ラ サ キ シ キ ブ 属
ニワトコ
ガ マ ズ ミ 属 ガ マ ズ ミ 節

草 本

ヘラ オ モ ダ カ
イ ネ ̈

イ エ ビ エ

エ ノ コ ロ グ サ 属

イ ネ 科 Ａ
イ ネ 科 Ｂ
イ ネ 科 Ｃ
イ ネ 科 Ｄ
イ ネ 科 Ｅ
ス ゲ 科 Ａ
カ ヤ ツ リ ク Ｉ サ 矧 Ａ
カ ヤ ツ リ グ サ 類 Ｂ
ホ タ ル イ 属 Ａ
ホ タ ル イ 属 Ｂ
イ グ サ 属 Ａ
カ ナム グ ラ
ク ワ ク サ
アサ＊＊
カ ラ ム シ 属 Ａ
サ ン シ ョ ウ ソ ウ 属
ミソソバ
サ ナ エ タ デ
ボ ン ト ク タ デ
ヤ ナ ギ タ デ
イ ヌ タ デ 近 似 種
タ デ 属 Ａ
シロザ近似種゛
ヒユ属＊
ノ ミ ノ フ ス マ 近 似 種
ナ デ シ コ 科 Ａ
タ ガ ラ シ
ヘ ビイ チ ゴ 属
マ メ 科 Ａ ̈
マ メ 科
カ タバ ミ 属
エ ノ ギ グ サ
ス ミ レ 属
チ ド メ グ サ 属
シロネ属
シ ソ 属 ̈
イ ヌ コ ウ ジュ 属またはシソ属＊
キ ラ ン ソ ウ 属
ハ ダ カ ホ オ ズ キ
ナス＊＊
ナ ス 属 Ａ
メ ロ ン 仲 間 ̈
タ カ サ ブロ ウ
オナモミ

学 名

Ｔｏｒｒｅｙａｎｕｃｉｆｅｒａ（Ｌｉｎｎ．）Ｓｉｅｂ．ｅｔＺｕｃｃ．

ＣａｓｔａｎｅａｃｒｅｎａｔａＳｉｅｂ．ｅｔＺｕｃｃ．
Ｍｏｒｕｓ
Ｂｒｏｕｓｓｏｎｅｔｉａｐａｐｙｒｉｆｅｒａ（Ｌｉｎｎ，）ｖｅｎｔ．
ＢｒｏｕｓｓｏｎｅｔｉａｋａｚｉｎｏｋｉＳｉｅｂ．

Ｐｒｕｎｕｓｐ（ｌｒｓｉｃａＢａｔｓｃｈ
Ｗｉｓｔｅｒｉａ
Ｍａｌｌｏｔｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ（Ｔｈｕｎｂ．）Ｍｕｅ１１．Ａｒｇ．
Ａｃｅｒ
Ｈｏｖｅｎｉａ
ｖｉｔｉｓ
Ｓｔａ（２１１ｙｕｒｕｓｐｒａｅｃｏｘＳｉｅｂ．ｅｔＺｕｃｃ．
ＣＥｌｍｃａｒｐａ
Ｓａｍｂｕｃｕｓｓｉｅ１）ｏｌｄｉａｎａ（Ｍｉｑ．）ＢｌｕｍｅｅｘＧｒａｅｂｎ
ｖｉｂｕｒｎｕｍｓｅｃｔ．０ｄｏｎｔｏｔｉｎｕｓ

ＡｌｉｓｍａｃａｎａｌｉｃｕｌａｔｕｍＡ．Ｂｒ．ｅｔＢｏｕｃｈｅ

ｏｒｙｚａｓａｔｉｖａＬｉｎｎ．

Ｅｃｈｉｎｏｃｈｏｌａｃｒｕｓ-ｇａｌｌｉ（Ｌｉｎｎ．）Ｂｅａｕｖ．

Ｓ３ｅｔａｒｉａ

ＧｒａｍｉｎｅａｅＡ
ＧｒａｍｉｎｅａｅＢ
ＧｒａｍｉｎｅａｅＣ
ＧｒａｍｉｎｅａｅＤ
ＧｒａｍｉｎｅａｅＥ
ＣａｒｅｘＡ

ＣｙｐｅｒｕｓＡ
ＣｙｐｅｒｕｓＢ
ＳｃｉｒｐｕｓＡ
ＳｃｉｒｐｕｓＢ
ＪｕｎｃｕｓＡ
Ｈｕｍｕｌｕｓｓｃａｎｄｅｎｓ（Ｌｏｕｒ．）Ｍｅｒｉ１１
Ｆａｔｏｕａｖｉｌｌｏｓａ（Ｔｈｕｎｂ．）Ｎａｋａｉ

ＣａｎｎａｂｉｓｓａｔｉｖａＬｉｎｎ．
ＢｏｅｈｍｅｒｉａＡ

Ｐｅｌｌｉｏｎｉａ
ＰｏｌｙｇｏｎｕｍｔｈｕｎｂｅｒｇｉｉＳｉｅｂ．ｅｔＺｕｃｃ．
ＰｏｌｙｇｏｎｕｍｓｃａｂｒｕｍＭｏｅｎｃｈ

ＰｏｌｙｇｏｎｕｍｐｕｂｅｓｃｅｎｓＢｌｕｍｅ
ＰｏｌｙｇｏｎｕｍｈｙｄｒｏｐｉｐｅｒＬｉｎｎ．
Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍｃｆ．１ｏｎがｓｅｔｕｍＤｅ．Ｂｒｕｙｎ
ＰｏｌｙｇｏｎｕｍＡ
Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍｃｆ．ａｌｂｕｍＬｉｎｎ．
Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ
Ｓｔｅｌｌａｒｉａｃｆ．ａｌｓｉｎｅＧｒｉｍｍ
ＣａｒｙｏｐｈｙｌｌａｃｅａｅＡ

ＲａｎｕｎｃｕｌｕｓｓｃｅｌｅｒａｔｕｓＬ．
Ｄｕｃｈｅｓｎｅａ

ＬｅｇｕｍｉｎｏｓａｅＡ
ＬｅｇｕｍｉｎｏｓａｅＢ
Ｏｘａｌｉｓ
ＡｃａｌｙｐｈａａｕｓｔｒａｌｉｓＬｉｎｎ．
ｖｉｏｌａ
Ｈｙｄｒｏｃｏｔｙｌｅ
Ｌｙｃｏｐｕｓ
Ｐｅｒｉｌｌａ
Ｍｏｓｌａａｎｄ／ｏｒＰｅｒｉｌｌａ
Ａｊｕｇａ
Ｔｕｂｏｃａｐｓｉｕｍａｎｏｍａｌｕｍ（Ｆｒａｎｃｈ
ＳｏｌａｎｕｍｍｅｌｏｇｅｎａＬｉｎｎ．
ＳｏｌａｎｕｍＡ
ＣｕｃｕｍｉｓｍｅｌｏＬｉｎｎ．
Ｅｃｌｉｐｔａｐｌ’ｏｓｔｒａｔａ（Ｌｉｎｎ．）Ｌｉｎｎ．
ｘａｎｔｈｉｕｍｓｔｒｕｍａｒｉｕｍＬｉｎｎ．

ｅｔＳａｖａＯＭａｋｉｎｏ

産出部位

葉
種子
実
子
核
核
核
芽
子
子
子
子
子
核
子
核

果

種

種

種

種

種

種

種

果実
未炭化類
炭化類
炭化胚乳
未炭化類
炭化類
未炭化類
炭化類

穎
炭化類
炭化類
穎
穎
果実
果実
果実
果実
果実
種子
種子
果実
種子
種子
種子
果実
果実
果実
果実
果実
果実
種子
種子
種子
種子
果実
果実
種子
種子
種子
種子
種子
果実
果実
果実
果実
果実
種子
種子
種子
種子
果実
果実

ＳＤ０４ＳＤ０３

１
１
４
１
９
乙

○りｒり

ｌ

Ｑ

Ｕ

Ｏ

ｎ

乙

にりり乙

１
２
１
３
６
２
ａ
り

４
８
６
８
６
１
１
６
８
１
１
１
６
３
６
７
０
４
５
１
４
５
５
２
０
１
３
２
１
７
４
５
６
１

Ｑ

り

Ｑ

り

１

１

１

５

２

１

５

３

２

２

ｎ
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Ｏｉ
　Ｆ５１
　１
　１
　１
　１
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７
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７
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※１ ＊＊：栽培されていたと考えられるもの． ＊：栽培されていた可能性があるもの



第８章遺構と遺物の検討
５３

本遺跡の調査は第１・２次と継続して行っており、合計調査面積が隣接して約６００❹と狭い
範囲である。よってここでは一括の形で遺構や遺物についてその年代と特色を検討し、遺跡の
性格を明らかにするための手がかりとしたい。
土器第１・２次調査で出土した土器は、須恵器の無台坏・有台坏及び蓋・高坏・鉄鉢・横

瓶・短頚・直口壷及び蓋・長頚壷・甕・円面硯、そして土師器の坏・椀・高坏・短頚壷・鍋・
甑・製塩土器・支脚・増蝸など器種が豊富である。第１０表はこれらの器種構成を示したもので、
点数の計算方法は口縁部計測法を用いた。‘１１まず、全体の器種構成比率では食膳具が７４．６％と
高く、貯蔵具・煮炊具は４．４％、２１％と低い比率となっている。用途別では食膳具、すなわち
食器の比率が須恵器９３％、土師器７％と須恵器が大勢を占める。むろん年代差等を無視して扱っ
ているため、細かく見れば時期別に若干の変化はあるだろうが、奈良時代前半を通して須恵器
の優勢は変わらない。続いて貯蔵具では土師器赤彩短勁壷を除き須恵器が、煮炊具ではすべて

土師器が使用されている。
次に、須恵器だけに限定した器種構成をみると、用途別では食膳具が全体の９２．４％と多数を

占める。器種別では有台坏（坏蓋）が５５．９％と最も多く、次いで無台坏が２８．１％、その他は１
割を切っている。土師器の場合では、食膳具が１９．５％、煮炊具が７９．２％となり、須恵器とは逆
の構成比を示している。また、煮炊具のなかでは甕が７９．２％と主体となっている。

以上、本遺跡出土土器の器種構成の様相は、能登における８世紀の傾向を示しながらも、宇

野隆夫氏が既に指摘されている公的な様相の強い場での特徴をも示しているようである♂’さ
らに、第１０表には現れないが、出土土器中に占める墨書土器の比率の高さも、本遺跡が官従的

第１０表四柳白山下遺跡出土土器の器種構成比

第 １ 次 分 第 ２ 次 分 総 計
個 体 数 破片数 個 体 数 破片数 個 体 数 破片数

須恵器無台坏
／／有台坏
／ ／ 坏 蓋
／ ／ 高 坏
／ ／ 鉄 鉢

土師器坏または椀
／ ／ 高 坏

５．６３（１３．９％）
５．９７（１４．８％）
２３．８０（５８．８％）

０．１７（０．４％）
４．２８（１０．６％）
０．６１（１．５％）

５８
５９
１９１

１
７２
１４

１８．ｉ８（２６．５％）
２３．８５（３４．８％）
２３．５６（３４．３％）
０．３８（０．５％）

２．６６（３．９％）

２５２
３８２
３３８
７

５１

２３．８１（２１．８％）
２９．８２（２７．３％）
４７．３６（４３．４％）
０．３８（０．３％）
０．１７（０．２％）
６．９４（６．４％）
０．６１（０．６％）

３１０
４４１
５２９
７
１

１２３
１４

食 膳 具 総 計 ４０．４６（７１．６％） ３９５ ６８．６３（７６．５％） １，０３０ １０９．０９（７４．６％） １，４２５

須 恵 器 横 瓶
／ ／ 甕
／ ノ 壷

土 師 器 壷

０．３８（２２．２％）
１．３３（７７．８％）

２１
２１

１．２９（２７．３％）
１．９９（４２．１％）
０．９５（２（ＬＯ％）
（）．ｆ５０（１０．６％）

５４
６５
４９
２７

１．２９（２０．０％）
２．３７（３６．８％）
２．２８（３５．４％）
０．５０（７．８％）

５４
８６
７０
２７

貯 蔵 具 総 計 １．７１（３．７％） ４２ ４．７３（５．３％） １９５ ６．４４（４．４％） ２３７
土 師 器 甕
／ ／ 鍋
／ ／ 甑

１４．３８ ３４１ １５．５８（９５．４％）
０．２９（１．８％）
０．４５（２．８％）

２６３
３２
３８

２９．９６（９７．６％）
０．２９（０．９％）
０．４５（１．５％）

６０４
３２
３８

煮 炊 具 総 計 １４．３８（２５．４％） ３４１ １６．３２（１８．２％） ３３３ ３０．７０（２１．０％） ６７４
計 測 品 総 計 ５６．５５ ７７８ ８９．６８ １，５５８ １４６．２３ ２，３３６



５４
な性格をもつことのひとつの傍証となるであろう。出土土器の年代については、第１次の報告
で記述しているため、ここではふれなかったが、既存の編年に対比すれば、田嶋編年（田嶋１９
８８）でのｎ３～ｌｖ１期に比定され、Ⅲ期を主体とするものと考えている。
遺構今回の調査における最も大きな成果のひとっは、奈良時代前半の建物配置の様相を知

り得たことである。第１次調査区内で検出された建物ＳＢ０１～０３は同じ地点での建て替えであ
り、いずれも一辺６０～７０ｃｍの方形掘形をもち、同一方向をとる南北棟であった。続く第２次調
査区内ではＳＢ０４～０７が検出された。建物はいずれもＳＢ０１～０３と比べると柱掘形が小さく、小

規模なものであるが、周囲をめぐる溝によって建物の小区画が構成されるという共通性が確認
された。なかでもＳＢ０４・０５は西側柱列を揃えて南北に近接して並ぶ倉庫ふうの総柱建物であ

り、この２棟をめぐる溝の南端尤βＳＢ０１の北側柱列の線上にほぼのっている。
さらに、ＳＢ０１～０７の主軸方位はＮ-１０°～１６°-Ｗの間にまとまっており、建物以外の遺構で

ある配石や柱列、溝などの配置も、こうした建物方向の同一性に基づいているものと推定され
る。第１・２次調査区で検出された奈良時代、与木郷域内の集落は遺物の様相と同じく、官従

的な傾向を示していると考えられる。
まとめ

（１）「東家」「忍人」「土万呂」「倉冨女」「酒女」「田地」などの文字を記す墨書土器、円
面硯、転用硯、輔羽口、増蝸、木製品など本遺跡の性格に関して注目すべき遺物がある。

（２）各調査区域内で検出した建物は、主軸方位の同一性に基づいて配置されており、建物間の
同時性と計画性が表現されていると思われる。
（３）隣接した調査区といっても、第１次と第２次の空間では、敷地・建物の規模・性格のうえ
で著しい差が認められる。
（４）第２次調査区域内では、溝あるいは柱列（掘立柱塀）で細分した小区画内に倉庫ふうの建
物などが配置されている。溝内からの多量の植物化石（モモ・クルミ等）や製塩土器・支脚・
輔羽口・増蝸などの出土遺物から塩生産・鍛冶などの工房に関連した雑舎的な地区であったこ
とが予想される。

（５）第１次調査区域内に配置された建物は、その規模・構造及び周辺から集中的に出土してい
る円面硯・転用硯などの遺物から、前述の雑舎地区の管理的施設と考えられる。

以上、いくっかの観点から第１・２次調査区で検出された遺構・遺物を検討した。限られた
時間と紙面の都合により消化不良の点は否めないが、与木郷域内の本遺跡周辺に官従的な性格
をもつ奈良時代の集落が展開したことは確実である。今後の周辺の調査に期待したい。

註（１）１９８８年１１月４日に石川県立埋蔵文化財センターで行われた第２８回埋蔵文化財担当市町村職員等

研修会での宇野隆夫氏の講演内容一食器研究と計量の意義をめぐってーおよび註２文献による。

（２）宇野隆夫「越中の国府・荘家・村落」『歴史学と考古学』高井悌三郎先生喜寿記念論集１９８８
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第１１表四柳白山下遺跡出土土器観察表１
５７

挿区
Ｎａ 器 種 器 形 闘 整

胎 土 現存量
（／２４）

計 測 ・ 値 遺 構
出土地点 備 考海綿

骨片
砂
粒

雲
母
断
面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

２９７ 皆 四 坏 蓋 内外面ナデ．天井部ヘラ削り ＳＭ３ Ⅳ ５．８（５） ３．３ １４．８ ０６ ２．６ ３．２ ＳＤ０４-１ 内面降灰

２９８ ＳＭ３ Ｉ ４．２（１） ３．７ ８．０ １５．４ ０．６ ２．０ ２．６ ＳＤ１６ 外面降灰、内面ヘラ書
「-」

２９９ ＳＤ３ Ⅲ １９．５（６） ３．１ ６，７ １３．７ ０．５ ２．４ ２．９ Ｐ２０・２２

３（Ｘ） Ｓ３．Ｍ４ Ⅳ ３．１ ０．５ ＳＤ１６ 外面降灰
３０１ ＳＭ４ ｎ １９．６（４） ２．８ ９．０ １４．３ ０．５ １．５ ２．０ Ｐ８８ 外面降灰
３０２ ＳＭ３ ｎ ４．０（９） ３．１ ６．４ １４．４ ０．６ ２．５ ３．１ ＳＤ０４-１ 内外墨痕？
３０３ ＳＭ３ Ⅲ １１．０（３） １４，８ ＳＤ０３-１

３０４ 内外面ナデ Ｓ３．Ｍ４ Ⅲ ２，０（１） １４．１ ＳＤ０４-１ 内殖辿題
３０５ 内外面ナデ、天井部ヘラ削り ＳＭ２ Ｉ ７．５（２） ７．２ １５．５ ３．０ ＳＤ０５ 外面降灰内面墨痕
３０６ ＳＭ３ Ⅲ １３．０（１６） ３．８ １０．０ １８．８ ０．６ ２．５ ３．１ ＳＤ１４
３０７ 有台坏 内外面ナデ、底部付近削り ＳＭ４ ｊ］ ４．５（５） １０．６ Ｈ．８ １６．２ ０．６ ５．５ ６』 ７８ ＳＤ０４-１

３０８ 内外面ナデ ＳＭ３ ｒｖ １３．０（６） １４．４ １６．８ ６．０ ７７ ＳＤ０４-１ 底部外面ヘラ書
３０９ 内外ナデ Ｓ２ ｒｖ ７．０ ６ｊ ０．４ ＳＤ０１ 外面降灰
３１０ 内外ナデ ＳＭ４ Ｕ ３．０（６） ８．３ ８．０ １４．１ ０．６ ３．６ ４，２ ５６ ＳＤ０４-１

３１１ 内外ナデ ＳＭ３ Ⅲ ５．５（７） ７．４ ７．２ １３．０ ０、４ ３．７ ４．１ ５８ ＳＤ０９

３１２ 内外ナデ Ｓ３．Ｍ４
（長石） Ⅳ ７．２（５） ６．２ ８．０ １４．０ ０．６ ４．１ ４．７ ６６ ＳＤ１６ 酸化欝擲謡

３１３ 内外ナデ ＳＭ４ Ⅳ ９．０（２） ８．０ ８．０ １３．２ ０．４ ３．７ ４．１ ６５ ＳＤ１６ 底部外面墨餌？
３１４ 内外ナデ ＳＭ４ ｎ ８．６（５） ７．４ ９．０ １２．２ ０．４ ３．２ ３．６ ６８ ＳＤ０３-１

３１５ 内外ナデ Ｓ３．Ｍ４ Ⅲ ９．５（９） ９．０ ９．０ １４．７ ０．７ ４．０ ４．７ ５８ ＳＤ１４
３１６ 内外ナデ ＳＭ４ ｒｖ ９．４（１２） ９．４ ９．０ １４．０ ０．６ ４．７ ５．３ ６４ ＳＤ１０ 酸化軟質焼成
３１７ 内外ナデ Ｓ２ Ⅲ ７．６ ７‥６ ０．４ ＳＤ０３-２

３１８ 内外ナデ ＳＭ３ ｒｖ ９．０（１０ ８．４ ９．２ １３．２ ０．５ ３．３ ３．８ ７０ ＳＤ１６ 庭部外面墨縦
３１９ 内外ナデ ＳＭ４ Ⅳ ２．０（３） ９ｊ １０．２ Ｏｊ ＳＤ０４-１

３２０ 内外ナデ ＳＭ３ Ｉ ８．８ ８．８ ０．４ ＳＤ１６

３２１ 内外ナデ ＳＭ４ Ⅳ ８．６ ７．６ ０．３ Ｐ７３ 酸化軟質焼成
３２２ ＳＭ３ ＩＶ ７‥８ ８．０ ０．３ ＳＤ０４-１ 底部外面墨疸
３２３ ＳＭ４ ｒｖ ４．０（３） ９．０ ９．６ １３．０ ０．３ ３．４ ３．７ ７２ ＳＤＩ７

３２４ ＳＭ４ Ⅳ ２．０（３） ９．４ １０．２ ０．４ ＳＤ０４-１

３２５ 無台坏 ＳＭ３ Ⅲ ５．５（６） ８．０ １２．５ ３．０ ６４ ＳＤ０３-１ 底部外面ヘラ書「-」

３２６ ＳＭ３ Ⅲ ｌ．８（４） ８．４ １３．０ ３．２ ６６ ＳＤ１４ 酸化軟質焼成
３２７ ＳＭ４ ｒＶ １２．８（９） ９．６ １３．４ ３．６ ７０ ＳＤ３-１

３２８ ＳＭ４ Ⅳ ６．０（３） ７．０ １２．５ ３．５ ６６ ＳＤ０４-１

３２９ ＳＭ３ Ⅳ １３．６（５） ７．６ １３．３ ３．８ ６６ ＳＤ０４-１

３３０ ＳＭ３ Ⅲ ８．６（５） ８．６ １３．３ ３ｊ ６７ ＳＤ０４-１
底部外面ヘラ書「×’」
一部墨辰

３３１ 有台坏 ＳＭ４ Ⅲ ３．８（５） ８．８ ９．２ １３．４ ０．３ ３．７ ４．０ ７５ ＳＤ０４-１ 底部外面墨書「□‾ｎＪ

３３２ ＳＭ３ Ⅲ ９．０（８） ８．６ ８．４ １３．８ ０．５ ３．４ ３．９ ６０ ＳＤ０４-１
底部外面ヘラ書「-」
墨客［［］［東家カ］

３３３ ＳＭ４ Ⅳ ２，５（５） １０．２ １０．０ １４．１ ０．４ ３．３ ３．７ ６９ ＳＤ１４ 底部外面墨書、「東家」
３３４ 無台坏 ＳＭ３ Ⅳ ３．０（３） １０．０ １３．６ ３．０ ７０ ＳＤ０４-１ 底部外面墨書、Ｆ土万呂
３３５ 坏 蓋 ＳＭ４ ｒｖ １０．０く４） ３、５ ８．６ １３．８ ０．９ ２．３ ３．２ ＳＤ１４ 天井恥Ｈｒ裂］［入り
３３６ 無台坏 ＳＭ４ Ⅲ １０．０（９） ９．０ １３．２ ３．２ ６３ ＳＤ０８ 底部外面墨言、「□［］」
３５６ 坏 蓋 内外ナデ、天井ヘラ削り Ｓ２．Ｍ３ Ｉ １２．０（８） ３．２ ４．８ １４．２ ０．６ ３．１ ３．７ ＳＸ０２ 外面降灰
３５７ ／ ｙ Ｚ ｙ ＳＭ２ Ⅲ ３．４（Ｉ） １４．８ ＳＸ０２
３５８ Ｚ ｙ Ｚ Ｚ ＳＭ３ Ⅳ ５．０（１） ３．０ ６．０ １５．０ ０．９ ２．３ ３．２ ＳＸ０２
３５９ ／ ／ Ｚ ｙ ＳＭ２．ＬＩ Ⅳ ６．５（８） １５．４ ＳＸ０２ 酸化硬質焼殴
３６０ Ｚ ／ 〃 ＳＭ３ Ⅲ ５．０（２） ３．１ ６．２ １４．３ ０．８ ２、６ ３ｊ ＳＸ０２
３６１ Ｚ Ｚ Ｚ ｙ ＳＭ３ Ⅳ ３．２（４） ３．７ ６．４ １５．４ ０．９ ２．５ ３ｊ ＳＸ０２ 酸化軟質焼成
３６２ Ｚ ｙ Ｚ ｙ ＳＭ４ ｒｖ ５．６（４） ３ｊ ７．０ １４．６ ０．６ ２．４ ３．０ ＳＸ０２ 外面一部降灰
３６３ Ｚ ｙ Ｚ ／ ＳＭ４ Ⅲ ５．０（７） ２．９ ８．７ １５．２ Ｏｊ １．９ ２．３ ＳＸ０２
３６４ Ｚ ｙ Ｚ ｙ ＳＭ２ Ⅲ ３．１（１） １４．３ ＳＸ０２
３６５ Ｚ ｙ Ｚ ｚ Ｓ３．Ｍ４ ｒｖ １０．４（６） ３．３ ７．７ １４．３ ０．７ ２．２ ２．９
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第１２表四柳白山下遺跡出土土器観察表２

陣図
ｋ 器 種 器 形 詞 整

胎 土 現存量
（／２４）

計 測 値 遺 構
出土地点 備 考海綿

片骨
砂
粒

雲
母
断
面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

３６６ 須恵器 坏 蓋 内外ナデ．天井ヘラ削り ＳＭ３ Ⅳ ２．７（４） ２．９ ６．６ ＩＩ．８ ０．６ ｌ．７ ２．３ ＳＸ０２ 酸化硬質焼成
内面ヘラ書「-」？

３６７ 〃 Ｚ ｙ ＳＭ２．ＬＩ Ⅳ ３．５

３６８ Ｚ ｙ 〃 ＳＭ２．ＬＩ ｒｖ Ｉ．５（４） ３．５ １３．２ 外面降灰
３６９ 〃 Ｚ Ｚ ＳＭ２ Ⅳ ３．２（１） １１．５ 内面返り
３７０ Ｚ ｙ Ｚ ｙ ＳＭ３ Ｉ ３．５

３７１ Ｚ Ｚ ｚ ｙ ＳＭ３ Ⅲ ２．８ ７．４ ０，５

３７２ 〃 〃 ＳＭ３ Ⅲ ６．３（４） ２．８ ８．０ １３．７ ０．６ Ｉ．９ ２．５
外面降灰
内面ヘラ書トｊ

３７３ Ｚ ｙ Ｚ Ｚ Ｓ２．Ｍ３ Ⅳ ７．０（３） ３．０ ５．５ １３．６ ０．８ ２．４ ３．２ 内面墨擬、酸化硬質焼成
３７４ Ｚ Ｚ 〃 ＳＭ４ Ｉ ８．０（６） ３．３ ７．４ １４．０ ０．５ ２．０ ２．５ 外面降灰
３７５ ／ ／ Ｚ Ｚ ＳＭ２ Ⅲ ２．６ ０．５

３７６ Ｚ ｙ Ｚ Ｚ ＳＭ３ Ⅲ ２．９ ０．５

３７７ μ 〃 ＳＭ４ Ｉ ２．９ ９．４ ０．４ 外面降灰
３７８ 〃 〃 ＳＭ３．Ｌ２ ｒｖ ５．８（２） ２．８ １２．０ １５．８ ０．６ １．１ １．７

３７９ 〃 〃 ＳＭ４ Ⅳ ６．３（４） ３．３ １０．０ １６．０ ０．５ Ｉ．３ １．８ 内面ヘラ書「十」
酸化硬質焼成

３８０ 天井ヘラ削り Ｍ３．Ｌ２ Ⅳ ３．３ １．０

３８１ 内外ナデ．天井ヘラ削り ＳＭ３ Ⅳ ４．５（４） ３．１ １８．４ ０．７ 外面降灰
３８２ 有台坏 内外ナデ ＭＬ３ Ⅲ ３．４（５） ８．４ ８．０ １３．６ ０．５ ４．６ ５．１ ６１
３８３ ＳＭ３ Ⅲ ２．０（３） ７．６ ８．８ ０．４ 底部外面ヘラ書ＦＸ」？

３８４ Ｍ３．Ｌ２ Ⅳ １０．４（４） ７．０ ８．０ １１．８ ０．４ ３．６ ４．０ ７３ 酸化梗質焼収
底部外面ヘラ書「-」

３８５ ＳＭ３ ｎ １．４（４） ７．６ ７．６ １１．５ ０．３ ３．７ ４．０ ７１
３８６ ＳＭ３ Ⅳ ２．０（３） ７．．７ ８．７ ０．５

’脊賜痙濃轟

３８７ ＳＭ３．ＬＩ Ⅳ ６．９ ８．０ ０．４ 底部ヘラ書ＦＸＪ？
ａ８８ ＳＭ３ Ⅲ ９．０（６） ８．２ ８．６ １４．２ ０．６ ３．７ ４．３ ６０ 底部外面ヘラ書「へ」

３８９ ＳＭ４ Ⅳ ８．４（５） ７．７ ８．８ １３．２ ０．４ ３．６ ４．０ ６４
ロ縁部外面一部降灰
底部外部ヘラ書「＝」

３９０ ＳＭ４．Ｌ Ⅳ １２．０（７） ７ｊ ８．６ １３．０ ０．５ ３．６ ４．１ ７０ 底部外面ヘラｒ-Ｊ
３９１ ＳＭ４ Ⅳ １６．０（１４） ７．２ ８．２ １３．２ ０．５ ４．１ ４．６ ７１ 底部外面ヘラ書「刊

３９２ ＳＭ２
Ｉ
クリー
ム色）

７．２（８） ９．２ ８．２ １４．１ ０．７ ３．９ ４．６ ５６ 外面一郎降灰

３９３ ＭＬ３ ｎ １．７（９） ６．７ ７．６ １２．３ ０．３ ３．９ ４．２ ６５
３９４ ＳＭ４ Ｉ １６．０（４） ８．０ ９．８ １３．４ ０．５ ３．２ ３．７ ６４
３９５ ＳＭ４ Ⅳ ０．５（１） ８．４ １０．０ １４．０ ０．３ ３．８ ４．１ ７２
３９６ ＳＭ３ Ⅲ １６．０（７） ８．８ ９．８ １２．７ ０．４ ４．０ ４．４ ７４ 酸化軟質焼咲
３９７ ＳＭ４ ＩＶ ４．０（３） ７．２ ８．２ １２．７ Ｏｊ ３．８ ４．２ ７７ 底部外面ヘラ書「-」

３９８ ＳＭ３ ＩＶ ２．０（３） ８．２ ９．６ １３．８ ０．５ ３．３ ３．８ ７０ 酸化軟質焼成
底部外面ヘラ言「-」

３９９ Ｍ３．Ｌ２ Ⅳ １０．３（ＩＩ） ８．８ １０．０ １３．４ ０．５ ３．５ ４．０ ７０
４００ ＳＭ３ ｎ ８．７ ９．４ ０．４

４０１ Ｓ３．Ｍ４ ＩＶ ８．５ ９．０ ０．３

４０２ ＳＭＩ Ⅳ ４．１（３） １０．８ １０．４ ０．４

４０３ ＳＭ２ Ⅲ ２．７く３） ７．５ ８．７ ０．５

４０４ 無台坏 Ｓ３ Ｓ１ Ⅳ １．０（２） ５．４ ９．１ ２．９ ７９

４０５ ＳＭ２ Ⅲ ３．４（３） ６．０ １０．７ ３．６ ７１ 酸化軟質焼成
底部外面ヘラ書「-」

４０６ ＳＭ３ Ⅲ ５．０（４） ８．０ １３．４ ３．４ ５８ 酸化軟質焼成

４０７ Ｓ３．Ｍ４ Ⅲ １９．２（２） ８．０ １３．４ ３．４ ６４
底部内面ヘラ書「へ」

４０８ ＳＭ３ ＩＶ １４．０（６） ７．４ １３．１ ３．７ ６３
４０９ Ｓ２ Ⅳ ２．５（３） ８．０ １２．５ ２．９ ５７ 酸化軟質焼成
４１０ ＳＭ４ ＩＶ ６．０（８） ８．５ １２．６ ３．６ ６６
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捧区
ｋ 器 種 器 形 祠 整

胎 土 現存量
（／２４）

計 測 値 遺 構
出土地点 備 考海綿

片骨
砂
粒

雲
母
断
面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

４１１ 須恵器 無台坏 内外ナデ ＳＭ４ ｒｖ １０，０ ＳＸ０２ 酸化軟質焼成
口組内外墨痕

４１２ ＳＭ３ ｒｖ ４，６（１０） ７．０
ロ頌頒ヘラ言「＝」
外面降灰

４１３ Ｓ３ Ⅲ ２．３（１） ７．４ １２．３ ３．４ ７１ 口縁外面から底部にカ
けて墨痕？

４１４ ＳＭ３ ｒｖ ８，０ 酸化軟質焼成
４１５ 有蓋高坏 ＳＭ４ Ｉ ９．２（７） ５．０ １６．６ ５．２ 脚部透かし有
４１６ 無蓋高坏 ｚｙ底部外面ヘラ削り ＳＩ ＳＭ３ Ⅲ ８．０

４１７ 内外面ナデ ＳＭ Ｉ １３．０ 脚端部のみ、４１６と同一
儒体か

４１８ ｚｚ底部外面ヘラ削り Ｓ２ Ⅳ ５．２ 坏部内面降灰
４１９ 長頚瓶 口顛部内外面ナデ ＳＭ３ Ⅲ ２．４（５） ６．２

４２０ 壹 蓋 内外面ナデ、天井部ヘラ削り ＳＭ３ ｒｖ ３．０（１） １３．４ 内面降灰
４２１ 壷 内外ナデ ＳＭ３ ｎ １８．４ 体部外面降灰

４２２ 体部外面下半ヘラ削り ＳＭ３ Ⅳ ８．６ 脚付きの広ロ壷か？
４２１と同一個体

４２３ 底部付近ヘラ削り ＳＭ４ Ｉ ６．０

４２４ 長頌瓶 内外面ナデ ＳＩ ＳＭ３ Ⅳ 酸化軟質焼成、暗鵜褐色
４２５ 壹 ナデ ＳＭ３ Ⅲ １１．４ ３．１ 外面降灰
４２６ 横 瓶 体部外面カキ目、平行叩き ＳＭ４ ｎ ８．０（４８） １１．８ 体部側端内面、接合痕
４２８ 長類瓶 内外面ナデ ＳＭ３ Ｈ ４．４（２２） １３．０ ロ頌部二条の沈線

４２９ ／ｙ体部下半ヘラ削り ＳＭ３ Ｈ ｌｌ．４ ９．０ ２．２
４２８と同一個体、
体部ヘラ書「十」

４３０ 内外面ナデ ＳＭ４ ｎ ５．０（１２） １３．７ 口類部三条の沈降
４３１ ｚｚ体部下半ヘラ削り ＳＭ４ Ｕ ９．８ ８４ ２．１ ４３０と同一個休丿部沈嘩
４３２ ／ ／ ｚ ｙ ＳＭ４ Ⅲ ６．０ １６．６ ８．０ 両部沈線
４３３ 体部～底部ヘラ削り ＳＭ３ ｎ ９．０ ２２．０ ｌｌ．５ 外面降灰
４３４ 甕 口緑部内外ナデ ＳＭ３ Ｕ ２．０（１） ２３．４ 内外面降灰

４３５
ｚｚ体部平行叩き、

内面同心円絞 ＳＭ３ Ｉ ２．０（５） ２５．２ 外面降灰

４３６ 口縁部ナデ体部外面平行叩き
内面同心円絞 ＳＭ３ ｎ ２．２（ｌ） １９．４

４３７ Ｓ４．Ｍ３ Ⅳ ３．３（４） ２３、０ 酸化硬質焼成、暗赤褐色

４３８ ＳＭ３ Ｕ １７．５（４３） ２６．８
肩部有台坏溶着痕

２ケ所

４３９ 坏 蓋 内外面ナデ、天井部ヘラ削り ＳＭ４ Ⅲ １０．４
天井部外面墨書

判読不能

４４０ ＳＭ４ ｒｖ ７．０（７） ３．６ ８，４ １５．４ ０．６ ２．０ ２．６ 酸化軟質焼成
４４１ 有台坏 内外面ナデ ＳＭ４ Ⅳ ７．０（３） ９．４ ９．０ １３、３ ０．４ ３，４ ３．８ ７５ １部外面墨書判涜不能

４４２ 坏 蓋 ｘｚ天井部ヘラ削り ＳＭ３ Ｉ ９．０（５） ２．６ ８．８ １４．８ ０．５ ２．０ ２．５
内面墨書判読不能
外面降灰

４４３ 有台坏 内外面ナデ ＳＭ３ Ⅳ ８．０ ８．０ ０．２ 底部外面墨書判読不能

４６５ 坏 蓋 内外ナデ、天井ヘラ削り ＳＭ３ Ｉ ６．１（６） ３．３ ８．０ １５．６ ０．８ ２．５ ３．３ ＩＪ１３区 内面ヘラ書Ｆ＝」
外面降灰

４６６ 内外ナデ、天井ヘラ削り ＳＭ４ Ⅲ ４．４（４） １５．８ Ｊ１４区
４６７ Ｚ ｙ ／ ／ ＳＭ３．Ｌ２ Ｉ］ １０，８（６） ８．０ １５．７ ２．３ Ｊ１３区
４６８ ／ Ｚ ／ ／ Ｓ３．Ｍ２ ｒｖ ４．０（Ｉ） １６．２ Ｇ１０区 酸化硬質焼成
４６９ Ｚ ｙ μ Ｍ４、Ｌ２ Ⅲ ９．７（７） １５．８ Ｉ-Ｊ１１区 外面降灰
４７０ Ｚ Ｚ μ ＳＭ４．Ｌ２ Ⅳ ５．０（３） ３，４ １０．７ １５．７ ０．５ ｌ．９ ２，４ Ｋ１３区
４７１ Ｚ Ｚ が ＳＭ４ Ｉ １４．３（６） ３．７ １５．５ １．３ ＬＭ１３区 外面降灰
４７２ Ｚ ｙ Ｚ Ｚ ＳＭ４ Ｉ ２．８（２） １６．０ １１１区 屈曲
４７３ 内外ナデ ＳＭ３ Ⅳ ８．０（５） ２．２ ８，０ １４、６ ０．６ ２．７ ３．３ １９．１０ｊ１０．１１区 内面ヘラ書「＊」
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降図
Ｎａ 器 種 器 形 祠 整

胎 土 現存量
（／２４）

計 測 倍 遺 構
出土地点 備 考悶 砂

粒 ｌｌ ｌ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

４７４ 須恵器 坏 蓋 内外ナデ、天井ヘラ削り Ｓ３．Ｍ２ Ⅲ １．０（３） ２．３ ８．０ １２．８ ０．８ １．４ ２．２ １１ＬＬ１５区 内面降灰
４７５ 〃 〃 Ｓ３．Ｍ２ Ｉ ５．５（Ｉ） １２．６ １．８ Ｊ１２区 外面降灰
４７６ 〃 〃 Ｌ１．Ｍ２ Ⅳ ８．４（８） ３．０ ８．０ １４．２ ０．５ １．６ ２．１ ｝（匯Ｈ１１．Ｌ１５区 内面ヘラ書「」
４７７ 〃 Ｚ ｙ ＳＭ４ Ｉ ８．３（４） １４．２ １．５ ＫＬ１２区 外面降灰
４７８ 〃 〃 ＳＭ４ Ⅲ ６．２（５） ３．０ ８．２ １４．０ ０．７ １．６ ２．３ Ｇ１０．Ｊ．ＨＩ１区

４７９ 〃 〃 ＳＭ３ Ⅲ ８．０（５） ２．９ ８．６ １５．０ ０．６ ２．０ ２．６ ＬＪ１２．ＪＩ３区 内面ヘラ書「-」

４８０ 〃 〃 ＳＭ４ Ⅲ ４．６（２） １５．２ Ｊ１２．Ｌ１３区 内面ヘラ書「ラ」？
４８１ 〃 〃 ＳＭ４ Ⅲ １．０（４） ２．８ ６．０ １５．０ ０．５ ２．５ ３．０ Ｋ１３．Ｍ１４区 外面降灰
４８２ 〃 〃 ＳＭ２ ＩＶ ４．３（３） ２．９ ７．６ １４．９ ０．８ ２．２ ３．０ Ｎ１４区 内面ヘラ書「-」？
４８３ 〃 〃 ＳＭ４ Ｉ ６．０（６） ３．５ ５．２ １４．４ ０．５ ２．５ ３．０ １１１．１２区 内面墨度
４８４ 〃 〃 ＳＭ４ Ｉ ３．７（４） ３．２ ７．８ １４．４ ０．３ １．８ ２．１ Ｋ１２．１３区 外面降灰
４８５ 〃 〃 ＳＭ４ ｎ ２．８（３） ３．４ ８．８ １５．２ ０．４ １．８ ２．２ Ｌ１３．１４区

４８６ 〃 Ｚ ｙ
ＳＭ３
（Ｏ類） ５．０（１） １５．２ Ｌ１４区 酸化軟質焼成

４８７ 〃 〃 ＳＭ３ Ⅲ ３．５（３） ２．９ ７．７ １５．０ Ｍ１６区 内面全休に墨腐
４８８ 〃 〃 Ｓ４．Ｍ３ Ⅳ ５．２（１） ９．０ １４．５ ２．１ Ｌ１５区
４８９ 内外ナデ ＳＭ４．Ｌ Ⅲ ６．５（２） ７．６ １４．７ １．５ Ｊ１０．Ｎ１５区
４９０ 〃 天 井 ヘ ラ 削 り Ｓ３．Ｍ４ Ⅲ １０．（４） ３．５ ５．２ １４．８ ０．６ ２．２ ２．８ Ｊ１２-１３区 内面ヘラ言「-」
４９１ 有台坏 内外ナデ ＳＭ３．Ｌ２ Ⅳ ７．０（４） ７．０ ６．０ １１．８ ０．２ ４．０ ４．２ ６３ Ｈ１１区 底部外面ヘラ書「刈
４９２ ＳＭ３ Ⅲ １０．６（９） ８．６ ８．６ １２．８ ０．３ ３．７ ４．０ ６８ Ｋ１１．Ｊ１２区 酸化軟質焼成
４９３ Ｍ３．Ｌ２ Ⅳ ８．５く３） ９．６ ９．４ １３．１ ０．４ ３．９ ４．３ ７５ 自然流路内 酸化軟質焼成
４９４ ＳＭ３ Ⅲ ｌ．０（Ｉ） ８．８ ８．８ １３．０ ０．３ ３．７ ４．０ ７３ １１０区

４９５ ＳＭ３ Ⅳ ９．０（３） ８．８ ９．６ １２．７ ０．３ ３．７ ４．０ ７３ Ｋ１４区 酸化軟質焼成
外面全体墨縦

４９６ ＳＭ３ Ｉ ５．０（５） ７．６ ７．６ １０．９ ０．２ ３．３ ３．４ ７１ Ｈ１１区 外面降灰
４９７ Ｓ４．Ｍ３ ｎ ７．８（４） ８．０ ８．４ １１．４ ０．３ ３．７ ４．０ ８０ Ｊ１２区
４９８ Ｍ３ １ Ｉ．０（３） ８．２ ８．６ １３．０ ０．５ ３．１ ３．６ ６３ Ｋ１３区
４９９ ＳＭ４ Ⅲ １２．０（７） ８．２ ８．２ １２．９ ０．４ ３．６ ４．０ ７０ Ｊ１１区 体部外面ヘラ書「～」？

５００ ＳＭ４ ＩＶ １．０（５） ８．４ ９，０ ０．６ Ｌ１４．Ｍ１３区 酸化軟質焼成
底部内面ヘラ書「-」

５０１ ＳＭ４ Ｉ ８．６ ９．０ ０．３ Ｊ９区
５０２ ＳＭ３ ｎ ８．４ ８．０ ０．４ Ｍ１４区

５０３ ＳＭ３．Ｌ２ Ｉ ９．０（７） ９．０ ９．８ １３．１ ０．４ ３．１ ３．５ ６６ Ｌ１４区 口縁外面｝：襄；
５０４ ＳＭ３ ｎ ６．０（７） ９．６ １０．４ １４．０ ０．４ ２．８ ３．２ ６８ Ｋ１５区 底部外面ヘラ言「-」
５０５ ＳＭ４ ｎ ９．２ ９，４ ０．５ Ｍ１５区 底部外面ヘラ書
５０６ 〃・ Ｍ３．Ｌ２ Ⅲ １７．０（６） ８．２ ８．４ １３．９ ０．４ ４．２ ４．６ ６０ Ｌ１４．１５区 外面降灰
５０７ ＳＭ４ Ⅳ １．５（３） ８．５ ８．２ １５．６ ０．５ ４．３ ４．８ ５９ Ｊ１４区 酸化軟質焼成
５ａ８ Ｍ２．Ｌ１ Ⅲ ４．０ ９．０ ９．４ １４．０ ０．５ ４．０ ４．５ ７０ Ｋ１４区 臨部内面ヘラ書「＝」

５０９ Ｍ４．Ｌ２ Ⅳ ２２．３（９） ８．６ ８．８ １４．２ ０．５ ３．４ ３．９ ６１ ＬＭ１５区 底部外面ヘラ言「×」
外面降灰

５１０ ＳＭ３ Ｉ １９．０（１１ ８．８ ９．６ １４．０ ０．３ ３．７ ４．０ ７０ Ｌ１４区
５１１ ＳＭ３ Ⅳ ２０．０（４） １０．０ １０．４ １４．２ ０．３ ３．５ ３．８ ６６ Ｍ１４区
５１２ Ｓ２ １ １１．０（５） １０．０ １０．０ １４．７ ０．３ ３．７ ４．０ ７２ Ｊ１４区 酸化軟質焼成

５１３ ＳＭ３ Ⅳ ６．０く１０） ９．８ ９．８ １４．０ ０．３ ３．５ ３．８ ６５ Ｇ - Ｈ １ ０ 区 １部外面ヘラ書「＋」

５１４ ＳＭ３ Ⅳ ２．０（５） ８．６ １０．０ １３．７ ０．３ ３．８ ４．１ ７９ Ｊ１０区 酸化軟質焼咲

５１５ ＳＭ３ Ⅳ ２．４（１５） １０．４ ｎ．０ １４．３ ０．３ ４．０ ４．３ ８０ Ｋ１１区 口緑内外墨寵？
５１６ ＳＭ３ Ⅲ １１．０（１） １０．０ １０．６ １３．１ ０．６ ３．５ ４．１ ８０ Ｊ９区 底部外面ヘラ書「ｘ」
５１７ ＳＭ３ ＩＶ １０．０ １０．０ ０．２ Ｈ１０区 底部外面ヘラ害「×」？
５１８ ＳＭ４ Ⅳ ２．０（６） ９．８ １０．８ １４．０ ０．５ ３．４ ３．９ ８１ Ｈ ｎ 区
５１９ ＳＭ３ Ｉ １４．６（９） １０．４ １０．６ １５．１ ０．４ ４．６ ５．０ ７０ Ｍ１５区
５２０ ＳＭ３ Ⅲ １．５（２） １０．４ １０．４ ０．４ Ｋ１４区



第１５表四柳白山下遺跡出土土器観察表５
６１

挿図
池 器 種 器 形 祠 整

胎 土 環存量
（／２４）

計 測 値 遺 構
出土地点 備 考悶 砂

粒 雲
母
断
面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

５２１ 須恵器 有台坏 内外ナデ ＳＭ３ Ⅲ １０．０ １０．０ ０．５ Ｍ１４区
５２２ ＳＭ３ Ⅲ ６．０（７） ９．８ １０．０ 】７．０ ０．５ ７．２ ７．７ ７６ Ｍ１３区
５２３ 無台坏 ＳＩ Ⅳ ２．０（２） ６，０ １０．１ ３．０ ６７ Ｊｉ１区 胎土精良
５２４ ＳＭ３ Ｉ １．８（２） ５．０ １２．０ ４，６ ７１ Ｋ１４区
５２５ ＳＭ４ Ｉ ２、ｏ（３） ７．６ １２．０ ２．８ ６０ 底部外面うず状痕
５２６ ＳＭ３ ｍ ７．０ Ｊ１４区
５２７ 内外ナデ Ｓ４．Ｍ３ Ｉ ２．７（１） ６、３ １１、４ ３．４ ６０ Ｋ１５区
５２８ ＳＭ４ ｎ ３．０（２） ７．４ １１．４ ３．５ ６４ Ｊ１０区

５２９ ＳＭ４
（長石）

Ｉ １．５（６） ７．０ １１，９ ３．６ ６３ Ｋ１３区 酸化軟質焼成

５３０ ＳＭ３、Ｌ２ Ⅲ ６、３（１） ６．０ １１．３ ３．７ ６４ Ｊ１４区 底部外面ヘラ害

５３１ ＳＭ３
（長石） ｒｖ ２．０（４） ５．０ １１．６ ３．８ ６９ Ｌｉ５．１６区 酸化頷鯨皿

５３２ ＳＩ ＳＭ３ Ⅲ ８、６（４） ６．０ ＩＩ．４ ３、６ ６５ Ｌ１５区 底部無調整
５３３ Ｍ２．ＬＩ ｒｖ ２．０（４） ８．２ ＩＩ．０ ３、３ ７２ Ｍ１６区 酸 化 皿 感
５３４ Ｍ４ ＳＭ３ Ｉ ２０．０（５） ６．０ １２、８ ３，１ ５５ Ｌ１５区 底部外面うず状辰
５３５ Ｓ２．Ｍ３ Ⅲ ２．５（２） ７．０ 】２．４ ３．１ ５８ Ｋ１３区
５３６ Ｓ５．Ｍ２ ｒＶ １０．８（４） ８．２ １２．５ ３．１ ５９ Ｉ ． Ｋ ｎ 区

５３７ Ｍ２ Ⅳ ４．３（４） ６．２ １２．０ ３．１ ６５ Ｊ１２．ＫＩ４区 酸化軟質焼成
匹 ， ＳＭ３ ＩＶ ７．８（３） ６．８ １２、６ ３．５ ６５ Ｋ１４区 酸化軟質焼成
５３９ ＳＭ４ ＩＶ ６．５（５） ７．４ １３．５ ３．６ ６７ Ｌ１３区
５４０ ＳＭ３、ＬＩ Ⅳ １１．５（４） ７．２ １４ｊ ３．３ ５８ Ｋ１５区 底部外面ヘラ言「刊
５４１ ＳＭ４ Ⅳ ９．０ ｌｉ１区 内面油擬、酸化軟質焼成
５４２ 内外ナデ ＳＭ３ Ｉ ４．６（２） ９、６ １３ｊ ３、２ ７２ Ｊ１１区
５４３ Ｓ３ Ⅳ ６．５（４） ８．０ １３．０ ３．４ ７１ Ｌ１４区 内外墨痕？

５４４ ＳＭ４
（長石）

Ⅳ ７、０（２） ９．０ １３．０ ３．５ ７４ Ｌ１３区 酸化軟質暁成

５４５ Ｓ４，Ｍ３ ｒｖ ３．（４） ８、４ １２．６ ３、３ ６７ Ｊ１４区
５４６ ＳＭ４ Ⅲ ２．６く６） ８．０ １２、５ ３．４ ７２ Ｊ１１区 外面部墨痕

５４７ ＳＭ４ Ⅲ ５．３（４） ８．０ １２．７ ３．２ ７１ ＫＩ０．Ｍ１３区 ａ部外面ヘラ書「刈

５４８ ＳＭ４
（長石） ｒｖ ２．０（４） ８．２ １３、０ ３、８ ７０ Ｌ．Ｍ１３区 底部外面ヘラ害

酸化軟質焼成
５４９ Ｓ４．Ｍ３ Ⅲ ＩＩ．３（８） ７．２ １２，６ ３．９ ６８ Ｊ１０．ｎ区
５５０ ＳＭ４ ｒｖ ７．０（○ ８．０ １３．０ ３．８ ６１ Ｌ ． に １ 区 外面墨縦

５５１ ＳＭ３
（長石） ｒｖ １．０（２） ８，０ １３．０ ３、７ ６５ Ｉ．Ｊ１０区 酸化軟質焼成

５５２ ＳＭ４ ｒｖ ５．０（６） ８．０ １２．８ ３．９ ７２ Ｈ．Ｌ１２ 底部外面ヘラ書

５５３ ＳＭ３ ｒｖ ｌｌ．６（９） ８．０ １２７ ３．８ ７０ Ｈ ． ｌ ｎ 区 酸化軟質焼成内面油縦
酸化軟質焼成

５５４ Ｍ３．ＬＩ
（長石） Ⅳ １２．８（７） ９．０ １３．０ ３、７ ７０ Ｋ１３．１４区 酸素諏訪四

５５５ Ｍ３
（長石） Ⅳ ２．６（１） ８，４ １２．６ ３．８ ８０ Ｊ１２区

５５６ ＳＭ３ Ｉ ９．６ １１２区
５５７ 内外ナデ Ｍ４ Ⅳ ４、ｏ（１） １０、８ １４、９ ３．６ ７２ Ｋ１１区 酸化軟質焼成
５５８ ＳＭ３ Ⅳ ５．８（６） １０．０ １５．０ ４、０ ７２ Ｊ ９ 区

５５９ 甕 口縁部ナデ、
体部外面叩き、内面同心円絞 ＳＭ３ Ｕ １１．８（Ｉ） １３．４ ４．２ Ｈ１１区 内外降灰

５６０ ロ縁部内外ナデ ＳＭ４ Ⅳ 】．０（Ｉ） １９．４ Ｊ！２区
５６１ 謨 瓶 ロ緑ナデ体部中央付近外面

平行叩き、内面同心円絞
ＳＭ３ Ｕ ６．０（１） ｌｌ．４ Ｌ１５区

５６２ ＳＭ３ ｎ ＩＩ、５（３） １０．９ Ｌ１５区
５６３ 甕 ＳＭ３ Ⅲ ３．０（８） １７．０ Ｋ１２区 誉諒察節焼成、淡灰褐色
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陣図
ｋ 器 種 器 形 詞 整

胎 土 賞詞誕
（／２４）

計 測 値 遺 構
出土地点 備 考海綿

片骨
砂
粒

雲
母
断
面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

５６４ 須恵器 壷 底部外面付近ヘラ削り ＳＭ４ Ｉ】 ９．６ Ｍ１３区
５６５ 甕 ＳＭ４ ｒＶ ８．８ Ｋ１０区 底部片、外面ヘラ書？
５６６ ＳＭ３ Ⅲ １６．８ １１１区
５６７ 高 坏 内外面ナデ Ｓ３ Ｉ １３．７ □２区 脚端Ｓ片
５６８ 短顛壹 ＳＩ Ⅳ ２．０（６） ５．８ １．０ １１３区 断面赤褐色
５６９ Ｓ２ Ⅲ Ｋ１５区 耳部沈線
５７０ 平 瓶 内外面ナデ ＳＭ３ Ⅲ ７．４ １２．４ ２．５ Ｊ１４区
５７１ 壷 ｚｙ体部下半ヘラ削り ＳＭ４ Ⅲ ９．０ １４．０ ５．９ Ｊ．Ｋ１１区 外面降灰
５７２ 〃 Ｚ Ｚ ＳＭ３ ｎ ９．２ １４．４ ５．６ Ｋ１３．１４区
５７３ 〃７ Ｚ ｙ Ｚ ｙ ＳＭ４ Ⅳ １１．０ １６．０ ５．２ Ｊ１４区
５７４ 長頚壹 ｊ ｙ Ｚ ／ ＳＭ３ Ⅳ ６．６ １７．０ ８．４ Ｍ１４区 脚付き、Ｅ部内面降灰

５７５ ＳＭ２ Ⅳ ２０．６ Ｋ１４区 ロ頚部沈線、肩暦に
稜をもつ

５７６ 有台坏 内外ナデ ＳＭ２．Ｌ１ Ⅳ １０．５（５） ８．２ ８．２ １２．２ ０．４ ３．４ ３．８ ７０ Ｎ．Ｍ１４区 霞部外面墨書「１月十
「［Ｅ］」（酸硬）

５７７ ＳＭ４ Ⅳ ９．０ ８．０ ０．３ Ｎ１４区 １部外面墨書「□［］」
（酸曖）

５７８ ＳＭ４ Ⅲ ９．２ ８．８ ０．３ Ｎ１４．Ｌ１５区 底部外面墨書「忍人」

５７９ 土師器 哨 内外磨き Ｓ４．Ｍ３ １．２（４） ８．０ １６．０ ４．９ １９区 内面黒色、廐部外面
墨書ｒ忍人ｊ

５８０ 須恵器 無台坏 内外ナデ ＳＭ４ Ⅳ ８．４ Ｊ１３区 底部外面墨書ｒ倉冨如
（醗吹）

５８１ ＳＭ４ Ⅳ ９．２ Ｈ１０区 １部外面墨書部分的Ｍ

５８２ ＳＭ４ Ⅳ ６．５（３） ９．４ １３．２ ３．６ ７５ １１４区 底部外面厦冨□（女カ）」
（酸軟）

５８３ ＳＭ４ Ⅳ １３．０（６） ９．０ １３．０ ３．１ ６４ Ｋ１３区 底馨外面墨害「土万呂」（り

５８４ ＳＭ４ Ⅳ １０．０（７） ８．４ １３．０ ３．１ ７３ １１４区 底部外面墨書「倉冨女」
酸化軟質焼或

５８５ ＳＭ３ Ⅳ １９．０（９） ８．２ １３．３ ３．８ ６９ Ｍ１４区 底部外面墨書
判 読 不 能 （ り

観察表中、〔調整〕については、各部位外面、内面の順に記入した。分記していない場合は内外
面共通の調整手法であることを表している。

〔胎土〕は海綿骨片・赤褐色粒・雲母・石英・長石・岩石粒の形状、大きさ、含有量を裸眼で観
察した。そのうち、右英・長石・岩石粒などは、ほとんどの土器が共通の傾向を示していたので、
表中では砂粒として表記した。量は主観的にみて、通有量と思われるものを判断基準に３とし、以
下５：非常に多い・４：多い・２：少ない・１：非常に少ないと表記した。また、断面とは、須恵
器のみに行ったもので、安里進「須恵器の断面色層と六世紀の焼成技術」『考古学研究』を参考
に、酸化焔焼成によって生成した茶褐色系の色層を「酸化層」、還元焔焼成によって生成した青灰
色系の色層を「還元層」とし、内外表面から内部まで完全な酸化層をｏ類、内外表面のみ還元層で、
内部は全面的に酸化層が残るものをＩ類、還示層が内外表面からある程度内部まで及んでいるが、
芯にはまだ酸化層が残るものをＩＩ類、内外表面から芯まで完全に還元層のものをｍ類、その他変則
的な色層をなすものをⅣ類として分類、表記した。
〔現存量〕については、基本的に口縁部の残存率を２４分割法で、さらに状況に応じて（）内に

底部の残存を表した
【計測値】については、Ａ：高台径、Ｂ：底径、Ｃ：口縁部ョコナデ幅の直径あるいは体部最大

径、Ｄ：口径、Ｅ：口縁部ョコナデ幅あるいは口縁部高、Ｆ：Ｅに対する体部下半の高さ、Ｇ：体
高、Ｈ：器高、Ｉ：体部の最も張り出した所から口唇部端へ直線を引いて計測した角度をそれぞれ
表記した。
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山ＳＤ１４内ヒキリ板出土状況（南から）

（２）ＳＤ０６内土師器鍋出土状況（西から）
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３
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１１

四 柳 白 山 下 遺 跡 の 大 型 植 物 化 石 （ Ｉ ）

種 類 、 倍 率 、 標 本 番 号 の 順 に 示 し た ． 標 本 ｊ ｔ ｙ 号 は 、 群 集 試 料 番 号 と 種 類 番 号 が ハ イ フ ン で つ な い で 示 さ れ て お り
ＭＭ９２３はＳＤ０４地点、の、ＭＭ９２４はＳＤ０３地点の試料である．

１ ： ク リ 果 実 、 × ３ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - １ ） ． ２ 、 ３ ： ク ワ 属 種 子 、 Ｘ Ｉ ２ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - ６ ） ． ４ ： ガ マ ズ ミ 属 ガ マ ズ ミ 節 核
× １ ８ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - ５ ） ． ５ ： モ モ 核 、 × ２ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - ２ ） ． ６ ： エ ノ コ ロ グ サ 属 未 炭 化 穎 、 × １ ２ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - １ ８ ） ．
７ ： イ ヌ ビ エ 炭 化 穎 、 × １ ２ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ 一 １ ９ ） ． ８ ： イ ネ 科 Ａ 穎 、 × １ ８ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - ２ ０ ） ． ９ ： イ ネ 未 炭 化 穎 、 × ６
（ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - ３ ） ． １ ０ ： イ ネ 炭 化 穎 、 × ６ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - ３ ） ． １ １ ： イ ネ 炭 化 胚 乳 、 × ６ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - ３ １ １ ２ 、 １ ３ ：
イネ科Ｂ炭化穎、 × １ ８ （ＭＭ９２３ - ２ １ ）．１４、１５：スゲ属Ａ果実、 × １ ８ （ＭＭ９２３ - ３ ５ ）．１６：ホタルイ川Ａ米実、
×１２（ＭＭ９２３-３１）．
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四 柳 白 山 下 遺 跡 の 大 型 植 物 化 石 （ ｎ ）

種 類 、 倍 率 、 標 本 番 号 の 順 に 示 し た ． 標 本 番 廿 は 、 群 集 試 料 番 ‾ と 種 類 番 号 が ハ イ フ ン で っ な い で 示 さ れ て お り 、
ＭＭ９２３はＳＤ０４地点の．ＭＭ９２４はＳＤ０３地点の試料である．

１ ７ ： ア サ 種 子 、 × ９ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - ４ ） ． １ ８ ： サ ナ エ タ デ 果 実 、 × １ ２ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - ８ １ １ ９ ： ヤ ナ ギ タ デ 果 実 、 × １ ２ （ Ｍ
Ｍ９２３-２５）．２０、２１：シロザ近似種種子、×１８（ＭＭ９２３-１０）．２２、２３：ヒユ属種子、×１８（ＭＭ９２３-９）．
２ ４ 、 ２ ５ ： ヘ ビイ チゴ 属 果 実 、 × １ ８ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - ３ ６ ） ． ２ ６ ： エ ノ キ グ サ 種 子 、 × １ ８ （ Ｍ Ｍ ９ ２ ３ - ３ ７ ） ． ２ ７ ： シ ソ 屈 米
実、×１８（ＭＭ９２３-７）．
６（ＭＭ９２４-３６）．

２８：イヌコウジュ属またはシソ属米実、 × １８｛ＭＭ９２３ - ７｝
３０，３１：ナス属Ａ種子．×１２（ＭＭ９２４-８）

メロン仲間種子、 ×６（ＭＭ９２４ -４）

２９：マメ科Ａ種子．〉く
３２：ナス種子，×１２（ＭＭ９２４-６） ３３
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